
　

本
稿
は
、「
許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
二
）」（『
成
蹊
人
文
研
究

第
二
八
号
、
令
和
二
年
三
月
刊
）
の
前
稿
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

【
凡
例
】

一
、
句
頭
に
番
号
を
付
し
た
。

一
、
本
文
の
行
移
り
は
原
本
と
は
一
致
し
な
い
。

一
、�

振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
・
濁
点
は
全
て
底
本
の
ま
ま
と
し
、
句
読
点
な
ど

は
私
に
付
し
た
。

　
　

明
ら
か
に
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
文
字
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

片
仮
名
は
「
ハ
」「
ミ
」
な
ど
、
変
体
仮
名
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
平
仮
名

に
改
め
た
が
、
小
文
字
で
記
さ
れ
た
も
の
な
ど
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

仮
名
・
漢
字
の
お
ど
り
字
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
漢

字
の
お
ど
り
字
は
「
々
」
で
示
し
た
。

一
、
※
に
逸
丸
筆
写
本
に
関
す
る
注
記
を
示
し
た
。

　
　

△
に
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
と
の
校
異
を
示
し
た
。

　
　

◎
に
句
の
季
な
ど
を
示
し
た
。

　
　

○
に
略
注
を
示
し
た
。

【
翻
刻
・
略
注
】

註
千
句

　
　
第
三

１ 

清
水
の
上
か
ら
出
た
り
春
の
月

　
　

�
朧
月
、
春
の
月
、
差
別
あ
る
へ
し
。
春
の
月
は
お
ほ
ろ
の
さ
え
た

る
味
ひ
あ
る
へ
し
。
音
羽
の
嶺
よ
り
出
る
月
は
秋
よ
り
も
春
の
感

ふ
か
し
。
は
い
か
い
、
こ
ゝ
を
眼
と
す
。

△
「
朧
月
、
春
の
月
」
は
一
字
下
が
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、「
差
別
」

　
　
許
六
『
追
善
註
千
句
』
翻
刻
と
略
注
（
三
）

牧　
　
　

藍　

子

藤　

井　

美
保
子
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か
ら
改
行
。「
ゟ
」

◎
「
春
の
月
」（
春
）

○
春
の
月　

本
句
は
『
正
風
彦
根
体
』（
正
徳
二
・
一
七
一
二
年
刊
）
に
載
る
。

許
六
は
『
篇
突
』（
元
禄
一
一
・
一
六
九
八
年
刊
）「
仲
秋
前
後
并
月
之
弁
」
に
「
春

の
月
は
朧
を
魂
と
す
べ
し
」
と
記
し
て
お
り
、
自
注
に
よ
る
と
「
春
の
月
」
に

は
朧
な
が
ら
も
冴
え
た
味
わ
い
が
あ
る
と
い
う
。『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
で

は
「
春
の
月
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
超
越
し
て
輝
く
秋
の
月
と
異
な
り
、
お
ぼ

ろ
に
か
す
み
、
桜
や
梅
の
花
を
引
き
立
て
、
ど
こ
か
遠
慮
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
こ
そ
、
懐
旧
の
念
や
あ
る
種
の
人
な
つ
か
し
さ
を
か
き
た
て
る
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
し
、「
近
世
初
頭
の
木
下
長
嘯
子
の
「
空
清
み
霞
む
と

も
な
し
春
の
月
お
ぼ
ろ
は
花
の
色
に
ゆ
づ
り
て
」（
挙
白
集
・
三
〇
七
）
な
ど
は
、

意
表
を
衝
い
た
視
点
」
と
す
る
。
○
音
羽
の
嶺　

清
水
寺
の
裏
に
あ
る
山
。
春

の
訪
れ
に
関
係
づ
け
て
「
逢
坂
の
関
を
や
春
も
越
え
つ
ら
ん
音
羽
の
山
の
今
朝

は
霞
め
る
」（
後
拾
遺
集
・
春
上
・
四
・
俊
綱
）
な
ど
と
詠
ま
れ
た
例
は
あ
る
が
、

必
ず
し
も
春
の
例
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

２ 

唐
人
ほ
め
て
長
閑
な
る
山

　
　

�

朝
鮮
人
来
朝
の
時
、
東
山
を
見
て
王
城
の
ち
か
よ
り
た
る
と
ほ
め

た
る
物
語
あ
り
。

◎
「
長
閑
」（
春
）

○
王
城　

京
都
御
所
。
○
朝
鮮
人
来
朝　

朝
鮮
通
信
使
（
三
回
目
ま
で
は
回
答

兼
刷
還
使
と
い
っ
た
）
は
江
戸
期
に
は
一
二
回
来
日
し
て
お
り
、
伏
見
城
で

応
接
し
た
第
二
回
と
対
馬
止
ま
り
で
あ
っ
た
第
一
二
回
を
除
き
、
江
戸
城
で
将

軍
と
対
面
し
て
い
る
。
第
七
回
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
と
第
八
回
の
正
徳

元
年
が
、
本
千
句
が
成
立
し
た
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
近
い
が
、
第
七
回

は
八
月
二
日
に
京
都
入
り
し
八
月
二
七
日
に
国
書
捧
呈
、
第
八
回
は
九
月
二
八

日
に
京
都
入
り
し
一
一
月
一
日
に
国
書
捧
呈
と
、
春
に
京
都
を
訪
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
第
七
回
以
前
の
京
都
入
り
の
日
程
に
つ
い
て
も
、
第
一
回
慶
長

一
二
年
（
一
六
〇
七
）
四
月
一
二
日
、
第
二
回
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
八
月

二
一
日
、
第
三
回
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
一
一
月
一
九
日
、
第
四
回
寛
永

一
三
年
一
一
月
一
〇
日
、
第
五
回
寛
永
二
〇
年
六
月
一
四
日
、
第
六
回
明
暦
元

年
（
一
六
五
五
）
九
月
一
二
日
と
な
っ
て
お
り
（
三
宅
英
利
著
『
近
世
日
朝
関

係
史
の
研
究
』
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
）、
室
町
時
代
の
朝
鮮
使
節
の
例
（
仲

尾
宏
著
『
朝
鮮
通
信
使
の
軌
跡�

増
補
・
前
近
代
の
日
本
と
朝
鮮
』
明
石
書
店
、

一
九
九
三
年
）
を
含
め
て
も
、
春
に
入
洛
す
る
慣
習
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、

彦
根
は
城
下
町
を
朝
鮮
人
街
道
が
貫
き
、
街
道
上
で
唯
一
宿
駅
機
能
を
備
え
た

地
で
あ
り
、
ま
た
藩
主
井
伊
直
孝
（
一
五
九
〇
～
一
六
五
九
）
が
日
朝
外
交
に

尽
力
し
て
朝
鮮
通
信
使
を
非
常
に
手
厚
く
応
接
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
（
野
田
浩

子
著
『
朝
鮮
通
信
使
と
彦
根
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、
彦
根
藩
士

の
許
六
に
と
っ
て
朝
鮮
通
信
使
の
話
題
は
身
近
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自

注
に
い
う
「
物
語
」
は
未
詳
。

３ 

近
年
は
勅
使
の
哥
の
沙
汰
も
な
し

　
　

�

是
は
冨
士
な
り
。
勅
使
、
関
東
下
向
の
時
、
冨
士
の
哥
か
な
ら
す
あ
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り
。
上
洛
の
後
、
御
披
露
あ
り
し
か
、
近
年
は
其
さ
た
な
き
よ
し
。

△
「
冨フ

シ士
」「
ふ
し
の
哥
」「
其
御
沙
汰
」

○
勅
使
の
哥　

勅
使
は
天
皇
が
出
す
使
者
。
幕
府
へ
の
勅
使
下
向
は
、
元
和
六

年
の
徳
川
和
子
入
内
を
機
に
行
わ
れ
て
以
降
、
毎
年
頭
恒
例
の
も
の
と
な
っ
た

（『
岩
波
日
本
史
辞
典
』）。
例
と
し
て
『
新
編
私
家
集
大
成
』
七
巻
所
収
「
三
条

西
実
条
詠
草
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
貴
一
一
・
九
）
に
「
江
戸
へ
勅
使

と
し
て
、
き
さ
ら
き
の
十
日
に
や
と
を
出
侍
り
て
、
あ
は
た
口
の
ほ
と
り
に
て

つ
ら
ね
し
歌
よ
り
、
道
々
の
名
所
に
て
も
、
お
も
ひ
つ
ゝ
け
侍
し
」
と
し
て
一

連
の
和
歌
を
挙
げ
る
中
に
「
一
と
せ
を
中
に
へ
た
て
ゝ
み
る
ふ
し
の
な
か
め
は

さ
ら
に
降
る
雪
か
な
」
の
作
が
見
え
る
。

４ 

都
隔
つ
る
宿
〳
〵
の
幕

　
　

勅
使
之
道
中
。

５ 

旅
馴
レ
ぬ
水
の
替
り
に
打
な
や
み

　
　

水
の
字
、
同
字
の
疾
あ
り
。

△
「
ア
リ
」

○
同
字　

発
句
と
同
字
（「
水
」）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
難
を
指
摘
し
た
も
の
。

『
毛
吹
草
』『
誹
諧
初
学
抄
』
で
は
同
字
は
五
句
去
、『
は
な
ひ
草
』
で
は
「
水
」

の
同
字
は
三
句
去
と
さ
れ
る
。
蕉
門
に
お
い
て
も
「
同
字
を
表
に
嫌
ふ
」（『
三

冊
子
』）
と
あ
る
。

６ 

白
箸
浄
く
粥
の
焼
塩

○
白
箸　

白
木
の
箸
。
○
焼
塩　

精
製
し
て
い
な
い
塩
を
焼
い
て
作
る
、
真
っ

白
で
さ
ら
さ
ら
と
し
た
塩
。

７ 

足
袋
は
い
て
ど
ろ
〳
〵
走
る
拭
ひ
板

　
　

寺
か
。

◎
「
足
袋
」（
冬
）

○
ど
ろ
〳
　〵

こ
こ
で
は
、
多
く
の
僧
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
廊
下
を
行
き
来
す
る
さ
ま
。

○
拭
ひ
板　

表
面
を
削
っ
て
滑
ら
か
に
し
た
板
。
板
敷
。「
せ
み
啼
や
裸
で
こ
け

る
ぬ
ぐ
ひ
板　

露
川
」（『
浮
世
の
北
』
元
禄
九
年
序
）。

８ 

岩
に
雪
ふ
る
池
の
お
し
鳥

　
　

足
袋
は
い
て
、
ぬ
く
い
板
走
る
さ
む
さ
を
云
。

△
「
鴛
鳥
」
で
傍
記
な
し
。「
い
ふ
」

◎
「
雪
」「
お
し
鳥
」（
冬
）

○
足
袋
は
い
て　

前
句
に
詠
ま
れ
た
、
足
袋
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
拭
い
板
の

冷
た
さ
か
ら
、
い
か
に
も
寒
々
と
し
た
池
の
景
を
付
け
た
と
い
う
付
筋
の
説
明
。

ウ９ 
明
キ
蔵
に
車
の
牛
を
引
こ
ん
て　

　
　

源
氏
の
俤
。

※
「
明
」
の
字
の
左
上
に
「
○
」
を
付
し
、
句
の
下
に
「
○
源
氏
の
俤
」
と
注
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記
す
る
。

〇
源
氏
の
俤　

帚
木
巻
で
方
違
え
に
行
く
屋
敷
に
つ
い
て
、
源
氏
は
「
う
し
な

が
ら
ひ
き
い
れ
つ
べ
か
ら
ん
所
」
が
よ
い
と
い
う
。『
湖
月
抄
』
の
傍
注
に
「
下

乗
せ
ぬ
心
也
。
礼
儀
も
な
く
心
安
き
所
を
と
也
。」、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全�

集　

源
氏
物
語
①
』
の
頭
注
に
「
気
楽
な
目
下
の
者
の
家
を
訪
れ
る
と
き
は
、

門
で
下
車
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
車
を
引
き
入
れ
る
。」
と
さ
れ
る
。
実
際
、
夕
顔
巻

で
老
病
の
乳
母
を
見
舞
う
時
は
「（
車
を
）
ひ
き
い
れ
て
お
り
給
ふ
」
と
あ
る
。

次
の
句
の
注
に
「
夏
に
心
を
付
へ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
句
は
夏
の
場
面

を
詠
ん
だ
も
の
と
み
な
さ
れ
、
帚
木
巻
・
夕
顔
巻
に
描
か
れ
る
季
節
と
一
致
す

る
が
、
前
句
か
ら
は
飛
躍
し
て
い
る
。

10 

昼
ね
も
な
ら
す
あ
つ
き
日ヒ

最サ
ナ
カ中

　
　

舎
人
、
牛
飼
か
明
キ
蔵
、
夏
に
心
を
付
へ
し
。

※
「
昼
ね
も
」
の
句
は
11
句
目
の
位
置
に
記
さ
れ
る
が
、
本
来
10
句
目
。「
昼
」

の
字
の
左
上
に
「
上
」
と
注
記
し
、
句
順
の
乱
れ
を
正
す
。
な
お
「
舎
人
」
以

下
の
自
注
は
、
９
句
目
の
次
の
行
に
記
さ
れ
る
。

△
句
順
の
乱
れ
な
し
。「
昼
寝
」「
付
へ
し
」
が
「
近
へ
し
」。

◎
「
あ
つ
き
」（
夏
）

○
舎
人
、
牛
飼　

貴
人
の
乗
る
牛
車
の
牛
飼
や
馬
の
口
取
り
。「
と
ね
り
、
牛
飼

な
ン
ど
申
物
は
、
い
ふ
か
ひ
な
き
下
臈
の
は
て
に
て
候
へ
ば
」（『
平
家
物
語
』
巻

第
一
一
）。
秋
に
な
る
と
収
穫
物
を
入
れ
る
蔵
が
夏
は
空
蔵
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
日
盛
り
の
暑
さ
で
は
空
蔵
で
昼
寝
も
で
き
な
い
。

11 

時
な
ら
ぬ
太
鼓
打
出
す
御
能
前

　
　

小
城
下
の
家
込
。

※
10
句
目
の
位
置
に
記
さ
れ
る
が
、
本
来
11
句
目
。「
時
」
の
字
の
左
上
に
「
下
」

と
注
記
し
、
句
順
の
乱
れ
を
正
す
。

△
「
能
」

○
家
込　

家
が
多
く
立
ち
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

12 

若
衆
に
作
る
髪
の
結
ふ
り

　
　

若
衆
に
て
は
な
し
。

◎
「
若
衆
」（
恋
）

○
若
衆　

若
衆
に
よ
る
能
・
狂
言
・
踊
か
ら
の
連
想
。
江
戸
時
代
、
若
衆
の
髪

型
（
若
衆
髷
）
は
若
い
女
性
も
真
似
た
。

13 

明ア

ス日
渡
る
夜
宮
の
町
の
山
の
番

○
夜
宮　

本
祭
の
前
夜
に
行
わ
れ
る
祭
事
で
、
こ
の
夜
、
神
霊
が
降
臨
す
る
と

信
じ
ら
れ
た
。
宵
祭
り
と
も
。
前
句
で
若
衆
に
作
っ
た
の
は
夜
宮
の
た
め
で
あ

る
と
い
う
付
け
。
○
山　

明
日
の
祭
礼
で
渡
御
す
る
山
車
。

14 
よ
い
折ヲ
リ

降
ツ
て
月
の
晴
き
る

△
「
折
」
ル
ビ
な
し
。

◎
「
月
」（
秋
）
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15 
琴
の
音
の
藪
を
打
越
ス
初
あ
ら
し

　
　

俊
成
卿
の
女　

琴
の
音
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん

△
「
打
越
す
」「
初
嵐
」「
か
よ
ふ
ら
し
」
が
「
か
や
ふ
ら
し
」
で
、「
や
」
の
字

は
右
傍
に
挿
入
す
る
。
下
の
句
は
「
お
も
ひ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
む
」
と

な
っ
て
お
り
、「
お
も
ひ
の
」
の
右
傍
に
「
い
つ
れ
か
」
と
並
記
。
ま
た
頭
注
に

「
通
ふ
ら
し
か
、
本
書
不
明
」
と
注
記
す
る
。

◎
「
初
あ
ら
し
」（
秋
）

○
初
あ
ら
し　

秋
の
初
め
に
吹
く
強
い
風
、
あ
る
い
は
陰
暦
七
月
か
ら
八
月
中

旬
ご
ろ
ま
で
に
吹
く
風
。
近
世
前
期
の
歳
時
記
で
は
七
月
に
載
せ
る
も
の
と
、

八
月
に
載
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、『
俳
諧
無
言
抄
』（
延
宝
二
・
一
六
七
四
年
刊
）

に
「
秋
の
初
風
、
は
つ
あ
ら
し
と
す
る
也
。
中
秋
に
は
あ
ら
き
風
を
野
分
と
云

也
。」
と
あ
り
、『
三
冊
子
』
に
も
「
秋
の
は
つ
風
、
は
つ
嵐
と
云
。
中
秋
に
は

あ
ら
き
風
を
野
分
と
い
ふ
。」
と
ほ
ぼ
同
文
が
載
る
の
で
、
こ
こ
は
初
秋
に
吹
く

風
と
み
る
。
○
琴
の
音
に　
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
「
野
宮
に
斎
宮
の
庚
申
し
侍
け

る
に
、
松
風
入
二
夜
琴
一
と
い
ふ
題
を
詠
み
侍
け
る
」
の
詞
書
と
と
も
に
「
琴
の

音
に
峰
の
松
風
通
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
お（
を
）よ
り
調
べ
そ
め
け
ん
」（
雑
上
・
斎
宮
女

御
・
四
五
一
）
と
載
る
。『
歌
枕
名
寄
』
を
は
じ
め
諸
歌
集
で
「
い
つ
れ
の
を
よ

り
」
の
形
を
と
り
、
林
篁
筆
者
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
の
注
記
に
あ
る
「
お
も
ひ

の
を
よ
り
」「
い
つ
れ
か
を
よ
り
」
と
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
斎
宮
女
御
は

村
上
天
皇
の
女
御
（
徽
子
女
王
）
で
、
規
子
内
親
王
の
母
。
規
子
内
親
王
が
斎

宮
と
し
て
下
向
す
る
や
、
前
例
を
破
っ
て
ひ
そ
か
に
同
行
し
て
問
題
と
な
っ
た
。

本
歌
は
そ
の
折
の
詠
作
と
推
定
さ
れ
る
。

16 

豆
喰
ヒ
捨
て
鹿
の
落
来
る

◎
「
鹿
」（
秋
）

○
落
来
る　

鹿
が
豆
を
食
い
散
ら
し
な
が
ら
里
の
方
ま
で
下
り
て
く
る
さ
ま
。

17 

浜
の
手
も
破
レ
て
二
の
谷
三
の
谷

　
　

源
氏
の
大
勢
に
驚
き
逃
た
る
鹿
を
付
る
な
る
へ
し
。

○
浜
の
手　

浜
の
側
を
守
る
軍
勢
。
○
二
の
谷
三
の
谷　

前
句
の
「
鹿
の
落
来

る
」
に
、
源
氏
の
大
軍
に
驚
い
て
、
一
つ
目
の
谷
ば
か
り
か
、
二
つ
目
の
谷
、

三
つ
目
の
谷
ま
で
も
敗
走
す
る
平
家
の
さ
ま
を
重
ね
た
。『
平
家
物
語
』
巻
九

「
坂
落
」
に
は
、
一
谷
の
戦
い
に
お
い
て
、
義
経
が
鵯
越
か
ら
馬
で
駆
け
下
ろ
う

と
し
た
折
、「
其
勢
に
や
驚
た
り
け
ん
、
大
鹿
二
、
妻
鹿
一
、
平
家
の
城
墎
一
谷

へ
ぞ
落
た
り
け
る
」
と
あ
る
。

18 

雑
兵
残
す
須
广
寺
の
門

　
　

�

落
城
の
後
、
大
将
義
経
、
須
广
寺
に
入
、
若
木
の
桜
最
中
な
り
。

弁
慶
に
命
し
て
制
札
を
立
ツ
。
此
制
札
、
今
に
此
寺
に
あ
り
。
天
永

の
例
に
ま
か
せ
て
、
一
枝
を
折
ラ
は
枝
一
指ユ
ヒ

を
立
へ
し
と
あ
り
。

△
「
一
枝
一
指ユ
ヒ

」

○
落
城　

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
の
一
谷
の
戦
い
を
い
う
。
○
若
木
の
桜　
『
兵

庫
名
所
記
』（
宝
永
七
年
刊
）
巻
下
「
須
磨
寺
」
の
「
若
木
桜
制
札　

武
蔵
坊
弁
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慶
筆
」
の
項
目
に
「
須
磨
寺
桜　

此
華
は
江
南
の
所シ
ヨ
ム無
也
。
一
枝
折
盗
の
輩
に
於

い
て
は
、
天
永
紅コ
ウ
ヨ
ウ葉
の
例
に
任
せ
て
、
一
枝
を
伐
ら
ば
一
指
を
剪
る
べ
し
。
寿

永
三
年
二
月
日
」（
原
文
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
私
に
書
き
下�

し
た
）
と
あ
る
。
○
天
永
の
例　
「
天
永
紅
葉
の
例
」
で
、
鳥
羽
天
皇
在
位
の�

天
永
（
一
一
一
〇
～
一
一
一
三
）
の
頃
に
、
紅
葉
の
枝
を
折
る
者
を
罰
し
た
こ

と
を
い
う
。

19 

風
を
待
ツ
西
大
名
の
鑓
し
る
し

　
　

兵
庫
の
舟
か
ゝ
り
。

○
舟
か
ゝ
り　

船
を
碇
泊
さ
せ
る
こ
と
。

20 

人
見
ひ
ろ
け
て
さ
か
な
呼
な
り

　
　

人
見
は
幕
の
ぬ
け
。

△
「
呼
也
」

○
人
見　

自
注
に
あ
る
通
り
「
幕
の
人
見
」
の
こ
と
で
、
幕
の
中
か
ら
外
を
見

る
た
め
に
敢
え
て
縫
い
合
わ
せ
ず
に
お
い
た
部
分
。
こ
こ
は
船
幕
や
花
見
幕
か
。

「
人
見
」
だ
け
で
「
幕
の
人
見
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
「
幕
の
ぬ
け
」
と
い
っ
た
。

21 

菅
笠
に
剃
屑
う
け
て
花
の
雪

　
　

旅
也
。
雑
兵
の
湯
あ
か
り
。

◎
「
花
の
雪
」（
春
）

○
剃
屑
う
け
て　

顔
や
髭
の
剃
り
屑
を
菅
笠
に
受
け
る
。
帰
国
途
上
の
雑
兵
、

湯
上
り
の
場
面
。

22 

巾
着
き
り
も
き
ら
ぬ
春
の
夜

　
　

�

一
銭
剃
の
法
に
、
巾
着
切
の
鬢
の
剃
様
あ
る
由
。
又
巾
着
切
の
法

に
、
巾
着
切
、
日
ノ
出
よ
り
七
つ
ま
て
き
る
よ
し
。
夜
は
堅
ク
是
を

い
ま
し
む
。
昼
は
相
対
つ
く
に
て
盗
の
内
に
不
入
と
云
々
。

△
「
巾
着
切
の
法
に
、
日
の
出
」

◎
「
春
の
夜
」（
春
）

○
一
銭
剃　

道
端
に
仮
屋
を
構
え
て
月
代
や
髭
を
剃
り
、
髪
を
結
う
こ
と
を
職

と
し
た
者
。
○
巾
着
切　

す
り
の
一
種
で
、
刃
物
で
腰
に
さ
げ
た
巾
着
・
印
籠

な
ど
の
紐
を
切
っ
た
り
、
底
を
切
り
裂
い
て
中
身
を
抜
い
た
り
し
た
。
○
相
対

つ
く　

他
を
交
え
ず
に
当
事
者
二
人
だ
け
の
相
談
と
合
意
で
事
を
な
す
こ
と
。

明
る
い
時
間
帯
に
巾
着
切
に
遭
っ
た
場
合
に
は
、
被
害
者
の
不
注
意
に
も
原
因

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
い
っ
た
。

二23 

逢
坂
の
霞
の
か
ね
も
近
よ
り
て

　
　

�

都
の
す
り
共
、
必
逢
坂
の
麓
を
毎
夜
の
宿
と
す
。
鉦
は
念
仏
堂
の

か
ね
な
り
。

△
「
霞
の
」
右
傍
に
挿
入
。「
か
な
ら
す
」「
也
」

◎
「
霞
」（
春
）

○
逢
坂　

滋
賀
県
大
津
市
西
部
の
地
名
。
付
近
に
逢
坂
山
が
あ
る
。
逢
坂
の
関
、

─18─
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逢
坂
山
の
略
。
○
霞
の
か
ね　
「
霞
」
と
「
鐘
」
は
付
合
（『
類
船
集
』）
で
、
こ
の

句
も
撞
き
鐘
を
詠
む
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
叩
き
鉦
。
夕
霞
の
頃
、
霞
の
中

に
聞
こ
え
る
鉦
の
音
は
、
一
日
の
働
き
を
終
え
た
す
り
た
ち
に
ね
ぐ
ら
が
近
い

こ
と
を
告
げ
る
。
鉦
は
三
井
寺
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
か
。
天
台
宗
で
は
「
朝
題

目
夕
念
仏
」
と
い
い
、
朝
に
法
華
懺
法
の
勤
行
を
行
な
い
、
夕
方
に
念
仏
の
例

時
作
法
を
つ
と
め
る
。
ま
た
『
俳
諧
御
傘
』（
慶
安
四
・
一
六
五
一
年
刊
）
に
は

「
鐘
か
す
む　

夜
分
に
あ
ら
ず
。
春
也
。（
中
略
）
此
か
す
む
、
め
に
見
る
霞
に

あ
ら
ず
。
声
の
、
春
は
長
閑
に
て
か
す
む
と
云
事
也
。
夜
は
陰
分
な
れ
ば
、
春

と
て
も
か
ね
の
声
か
す
ま
ぬ
物
也
。」
と
あ
り
、
こ
れ
も
撞
き
鐘
に
関
す
る
記
述

だ
が
、
春
で
あ
っ
て
も
夜
分
に
は
鐘
の
音
は
霞
ま
な
い
と
す
る
。
鉦
の
音
が
近

く
聞
こ
え
る
の
は
、
時
刻
が
夜
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
よ
う
。
○
念

仏
堂　

念
仏
修
行
の
た
め
寺
内
に
設
け
ら
れ
た
堂
。

24 

京
か
ら
死
に
下
る
鎌
倉

　
　

重
衡
、
盛
久
か
た
く
ひ
。

○
重
衡　

平
重
衡
。
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
二
月
の
一
谷
の
戦
い
に
敗
れ
て

捕
虜
と
な
り
、
源
平
和
平
の
仲
介
を
試
み
た
が
失
敗
し
て
、
京
都
を
経
て
鎌
倉

に
送
ら
れ
た
。
○
盛
久　

主
馬
判
官
盛
久
。
元
暦
二
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平

家
が
敗
れ
た
あ
と
、
京
都
で
捕
ら
え
ら
れ
、
鎌
倉
へ
送
ら
れ
た
。
謡
曲
「
盛
久
」

で
知
ら
れ
る
。

25 

蕎
麦
切
に
哥
の
な
き
こ
そ
無
念
な
れ

　
　

古
代
の
駅
路
。
あ
た
ら
し
き
こ
な
し
の
句
也
。

○
古
代　

蕎
麦
切
の
発
祥
に
は
甲
斐
説
と
信
濃
説
が
あ
る
が
、
許
六
編
『
本
朝

文
選
』（
宝
永
三
年
刊
）
所
収
の
雲
鈴
「
蕎
麦
切
ノ　

頌
」
に
は
「
蕎ソ
バ
キ
リ

麦
切
と
い
つ

ぱ
、
も
と
信
濃
ノ
国
本
山
宿ジ
ュ
ク
よ
り
出
て
、
あ
ま
ね
く
国
〳
〵
に
も
て
は
や
さ
れ

け
る
」
と
、
中
山
道
本
山
宿
を
蕎
麦
切
発
祥
の
地
と
す
る
。
本
山
宿
は
奈
良
時

代
か
ら
古
代
東
山
道
の
一
部
で
あ
る
吉
蘇
路
の
宿
。
○
こ
な
し　
「
熟こ
な

す
」
の
連

用
形
の
名
詞
化
。
去
来
は
『
旅
寝
論
』
で
、
許
六
が
『
篇
突
』
で
歳
旦
に
「「
元

日
や
」
と
云
打
ひ
ら
め
た
る
詞
」
を
使
う
の
は
四
、五
年
も
古
い
と
記
し
て
い
る

こ
と
（『
俳
諧
問
答
』
に
も
同
様
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
）
に
対
し
て
、「「
元
日

や
」
と
い
へ
る
「
や
」
の
一
字
に
て
、
言
葉
平コ
ナ
シ懐
に
聞
へ
侍
る
ゆ
へ
な
る
べ
し
。

（
中
略
）
先
師
遷
化
の
年
、
落
柿
舎
に
入
給
ふ
。
我
当
時
の
流
行
を
う
か
ゞ
ひ
侍

る
に
も
、
言
の
平コ

ナ
シ懐
な
る
を
か
つ
て
き
ら
ひ
給
は
ず
」
と
記
し
て
お
り
、
着
想

や
表
現
が
あ
り
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
許
六
は
『
篇
突
』
の
別
の
箇
所
で
、
其
角
の
「
う
ぐ
ひ
す
の
身
を
さ

か
さ
ま
に
初
音
哉
」
の
句
に
つ
い
て
「
亡
師
の
「
餅
に
糞
す
る
」
と
こ
な
し
給

へ
る
後
、
こ
れ
程
に�

新
あ
た
ら
し
き

�

は
見
え
ず
。」（『
篇
突
』）
と
評
し
て
も
お
り
、
蕉
門
に

お
い
て
は
「
本
来
重
く
な
り
が
ち
な
素
材
を
あ
え
て
平
俗
に
く
だ
い
て
表
現
す

る
こ
と
」（『
総
合
芭
蕉
事
典
』）
に
積
極
的
意
味
合
い
も
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。

第
一
百
韻
の
第
36
句
目
、
第
二
百
韻
の
第
45
句
目
も
参
照
。
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26 
御
簾
は
さ
つ
と
さ
か
る
関
白

　
　

同
し
く
。

△
自
注
な
し
。
た
だ
し
、
林
篁
筆
写
専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
と
同
一
の
書
を
写
し

た
と
目
さ
れ
る
大
阪
府
立
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
ペ
ン
写
）
に
は
「
お
な
し
く
」

と
あ
る
。
該
当
箇
所
が
ち
ょ
う
ど
ペ
ー
ジ
の
ノ
ド
の
部
分
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

専
宗
寺
旧
蔵
影
写
本
で
は
写
し
落
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

〇
同
し
く　

動
作
な
ど
が
す
ば
や
く
お
こ
な
わ
れ
る
「
さ
っ
と
」
と
い
う
擬
態

語
を
同
じ
く
「
こ
な
し
」
と
見
た
。

27 

此
頃
の
も
め
の
沙
汰
あ
る
小
督
事

〇
督　

調
べ
る
、
た
だ
す
、
い
ま
し
め
る
。「
小
督
事
」
と
い
う
熟
し
た
語
は
な

い
が
、
こ
こ
は
最
近
あ
っ
た
も
め
ご
と
に
対
す
る
取
り
調
べ
。

28 

つ
け
食
す
へ
て
あ
る
し
い
た
は
る

○
つ
け
食　

つ
け
め
し
。
使
用
人
や
居
候
な
ど
に
あ
て
が
う
食
事
。

29 

水
風
呂
の
釜
を
つ
め
た
る
冬
か
ま
へ

　
　

�

人
や
と
の
有
様
を
い
ふ
。
水
風
呂
の
釜
を
つ
め
る
、
あ
た
ら
し
き

道
具
也
。

△
「
冬
構
へ
」

◎
「
冬
か
ま
へ
」（
冬
）

○
冬
か
ま
へ　

冬
ご
も
り
の
準
備
。
炉
や
こ
た
つ
を
開
い
た
り
、
風
よ
け
、
雪
よ

け
、
霜
よ
け
の
設
備
を
し
た
り
す
る
こ
と
。
○
水
風
呂　

桶
の
下
に
焚
口
を
設

け
、
直
接
湯
を
沸
か
せ
る
よ
う
に
し
た
風
呂
。
別
の
器
で
沸
か
し
た
湯
を
桶
に

移
し
入
れ
る
形
式
の
風
呂
に
対
し
て
い
う
。『
守
貞
謾
稿
』（
嘉
永
六
・
一
八
五
三

年
成
、
慶
応
三
・
一
八
六
七
年
ま
で
加
筆
）
巻
二
五
に
「
京
坂
、
五
右
衛
門
風

呂
を
専
ら
と
し
、
鉄
炮
こ
れ
に
次
ぐ
。
江
戸
は
鉄
炮
風
呂
を
専
ら
と
し
（
中
略
）

諸
国
旅は

た

ご

人
籠
宿
は
専
ら
五
右
衛
門
風
呂
な
り
。
因
み
に
云
ふ
、
江
戸
の
旅
籠
宿

に
は
浴
室
を
備
へ
た
る
も
の
こ
れ
な
し
。
皆
旅
客
を
銭
湯
に
送
る
。」
と
あ
る
。

五
右
衛
門
風
呂
は
、
桶
に
底
を
付
け
ず
平
釜
を
取
り
付
け
、
か
ま
ど
に
据
え
て

下
か
ら
薪
を
焚
い
て
沸
か
し
、
鉄
砲
風
呂
は
浴
槽
に
鉄
製
あ
る
い
は
銅
製
の
筒

を
立
て
、
中
に
薪
を
入
れ
て
焚
く
。
○
釜
を
つ
め
る　

冬
に
向
け
鉄
砲
風
呂
の

湯
を
沸
か
す
の
に
、
筒
を
取
り
付
け
て
準
備
す
る
こ
と
か
。『
守
貞
謾
稿
』
で
は

前
項
の
引
用
箇
所
に
続
け
て
「
江
戸
に
て
鉄
炮
の
居
風
呂
を
損
料
貸
と
云
ひ
て
、

費
銭
を
も
つ
て
貸
す
。
け
だ
し
古
道
具
屋
の
内
に
こ
れ
を
行
ふ
者
あ
り
。」
と
鉄

砲
風
呂
を
貸
し
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
あ
る
い
は
こ
れ
も
冬
支
度
で
あ
っ
た

か
。
○
人
や
と　

旅
人
を
泊
め
る
宿
、
ま
た
は
奉
公
人
の
周
旋
を
す
る
口
入
宿
、

奉
公
人
宿
の
こ
と
。
こ
こ
は
後
者
の
意
。
〇
あ
た
ら
し
き
道
具　

新
し
い
素
材
。

30 

木
末
に
柿
の
残
る
月
影

　
　

夜
さ
む
を
第
一
と
見
る
へ
し
。

△
「
夜
寒
ム
」

◎
「
柿
」「
月
影
」（
秋
）

○
夜
さ
む　

秋
も
末
に
な
っ
た
頃
、
夜
に
な
っ
て
感
じ
る
寒
さ
。
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31 
無
馳
走
に
検
見
は
あ
れ
て
秋
の
風

　
　

奉
行
の
無
機
嫌
は
帳
面
の
筆
さ
き
に
あ
り
。

◎
「
検
見
」「
秋
の
風
」（
秋
）

○
無
馳
走　

馳
走
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
も
て
な
し
が
粗
略
な
こ
と
。
○
検

見　

そ
の
年
の
年
貢
高
を
決
定
す
る
た
め
に
、
実
地
に
赴
い
て
穀
物
の
出
来
不

出
来
を
調
べ
る
こ
と
。
代
官
み
ず
か
ら
郷
村
を
巡
回
し
て
行
う
の
を
大
検
見
、

大
検
見
以
前
に
そ
の
準
備
と
し
て
、
手
代
が
二
人
ず
つ
組
み
、
三
、
四
組
が
手
分

け
し
て
入
念
に
行
う
の
を
小
検
見
ま
た
は
坪
検
見
と
い
っ
た
。
正
徳
三
年
、
小

検
見
の
際
の
手
代
の
収
賄
が
年
貢
減
少
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
幕
府

は
小
検
見
の
廃
止
を
命
じ
た
（
の
ち
復
活
）。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
実
状
に
応
じ

て
そ
の
年
の
年
貢
量
を
決
め
る
検
見
取
法
は
、
検
見
役
人
の
供
応
ぶ
り
や
賄
賂

の
多
寡
に
よ
っ
て
査
定
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
享
保
の
改
革
の
中
で
豊
凶

差
に
関
係
な
く
一
定
期
間
は
既
定
年
貢
量
を
徴
収
す
る
定
免
法
が
登
場
し
て
い

る
。
検
見
の
際
、
村
民
は
道
案
内
を
し
て
検
見
の
衆
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
馳

走
を
作
っ
て
一
行
を
も
て
な
し
た
。「
毛
見
衆
に
付
て
わ
た
る
や
小
鳥
共　

菊

阿
」（『
正
風
彦
根
体
』）。

32 

近
郷
触
て
相
撲
と
ら
す
る

　
　

よ
な
を
し
〳
〵
。

◎
「
相
撲
」（
秋
）

○
相
撲　
『
増
山
井
』（
寛
文
七
・
一
六
六
七
年
刊
）「
相
撲
」
の
項
に
「
季
吟
案

る
に
、
相
撲
の
秋
に
な
る
事
は
七
月
の
お
ほ
や
け
事
也
け
れ
ば
な
る
べ
し
。
今

の
世
に
は
い
つ
も
す
ま
ひ
は
侍
れ
ど
、
う
ち
ま
か
せ
て
は
辻
す
ま
ひ
と
い
ひ
て

も
す
べ
て
秋
に
用
る
也
。」
と
あ
る
。
○
よ
な
を
し　

凶
事
が
あ
っ
た
と
き
、
そ

れ
を
吉
事
に
変
え
る
た
め
祝
い
事
な
ど
を
す
る
こ
と
。
ま
た
地
震
や
雷
鳴
な
ど

の
と
き
に
唱
え
る
呪
文
で
、
多
く
「
よ
な
お
し
、
よ
な
お
し
」
と
重
ね
て
用
い

ら
れ
た
。
こ
こ
は
、
村
民
を
威
圧
し
な
が
ら
年
貢
高
を
決
め
て
い
く
検
見
が
済

ん
だ
あ
と
の
縁
起
直
し
。

33 

下
女
か
打
寺
の
太
鼓
の
暮
か
ゝ
り

　
　

田
家
の
道
場
、
寺
の
庭
、
よ
き
相
撲
場
な
り
。

△
「
相
撲
場
也
」

○
道
場　
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』
に
よ
る
と
、
真
宗
が
発
展
し
た
中
世
末
に
は
、

正
式
な
寺
格
の
な
い
真
宗
の
修
行
場
を
さ
す
用
例
が
多
く
な
る
が
、
近
世
に
は

無
住
の
仏
堂
、
武
芸
鍛
錬
の
場
も
さ
し
、
後
に
は
芸
事
の
稽
古
の
場
を
も
言
っ

た
と
い
う
。

34 

薄
縁ヘ
リ

敷
て
大
工
食
喰
ふ

　
　

�

雀
色
時
、
烏
色
時
、
俗
に
は
大
工
の
食
喰
ひ
時
、
う
す
へ
り
は
見
る

や
う
躰
也
。

△
「
喰
フ
」「
見
る
様
躰
」

○
薄
縁　

畳
表
に
縁
を
つ
け
た
敷
物
で
、
時
に
応
じ
て
敷
き
用
い
た
も
の
。�

○
雀
色
時　

夕
暮
れ
時
分
。
雀
の
羽
の
色
の
よ
う
に
、
空
の
色
が
暮
れ
よ
う
と

す
る
時
分
。
烏
色
時
は
未
詳
。
雀
色
時
よ
り
暗
く
な
っ
た
頃
か
。
○
見
る
や
う

─21─
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躰　
『
毎
月
抄
』『
定
家
十
体
』
に
お
い
て
歌
体
を
一
〇
に
分
類
す
る
考
え
方
が

提
唱
さ
れ
た
う
ち
の
一
体
。
の
ち
連
歌
や
俳
諧
で
発
展
的
に
継
承
さ
れ
た
。
あ

る
光
景
を
あ
た
か
も
眼
前
に
見
る
よ
う
に
仕
立
て
た
も
の
。

35 

渺
〳
〵
と
奈
良
の
普
請
の
末
遠
く

　
　

な
ら
の
普
請
は
大
仏
殿
の
普
請
小
屋
か
。

△
「
ふ
し
ん
は
」

○
渺
〳
　〵
広
く
は
て
し
な
い
さ
ま
。
遠
く
は
る
か
な
さ
ま
。
○
普
請
小
屋　
人

夫
が
休
憩
・
宿
泊
し
た
り
、
材
料
や
器
具
な
ど
を
置
い
た
り
す
る
た
め
に
、
工

事
現
場
の
近
く
に
仮
設
し
た
小
屋
。
こ
こ
は
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
修
理
の
た
め

の
普
請
小
屋
が
、
先
の
見
え
な
い
ほ
ど
遠
く
ま
で
立
ち
並
ぶ
さ
ま
。
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）、
竜
松
院
公
慶
が
大
仏
殿
再
興
の
訴
願
を
幕
府
に
提
出
し
て
大
仏

頭
部
の
新
鋳
や
修
理
を
施
し
、
元
禄
五
年
三
月
に
盛
大
な
大
仏
開
眼
供
養
会
を

行
っ
た
。
続
い
て
大
仏
殿
の
復
興
に
取
り
か
か
り
、
規
模
は
縮
小
さ
れ
た
も
の

の
、
鎌
倉
再
建
の
際
に
俊
乗
坊
重
源
が
発
案
し
た
大
仏
様
に
よ
り
再
建
、
宝
永

六
年
三
月
に
落
慶
供
養
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
重
源
に
つ
い
て
は
36
句
注
参
照
。

36 

伊
勢
を
隣
の
多
賀
の
神
風

　
　

俊
乗
坊
長
源
。

△
「
神カ
ミ
カ
ゼ風
」

○
多
賀　

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
。
近
世
の
多
賀
村
は
彦
根
藩
と
神
領
と

か
ら
成
る
。
多
賀
大
社
は
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
る
古
社
。
日
本
国
土
と
天
照

大
神
を
は
じ
め
と
す
る
八
百
万
の
神
々
を
生
ん
だ
伊
邪
那
岐
大
神
と
伊
邪
那
美

大
神
を
祭
る
。
延
命
長
寿
の
神
と
し
て
全
国
的
に
信
仰
さ
れ
、「
お
伊
勢
参
ら
ば

お
多
賀
へ
参
れ
、
お
伊
勢
お
多
賀
の
子
で
ご
ざ
る
」「
お
伊
勢
七
度
、
熊
野
へ
三

度
、
お
多
賀
さ
ま
へ
は
月
参
り
」
と
俗
謡
に
も
歌
わ
れ
る
。
○
神
風　

神
の
威

力
に
よ
っ
て
吹
く
激
し
い
風
、
ま
た
神
の
御
威
徳
に
よ
り
吹
く
風
。『
万
葉
集
』

以
来
伊
勢
の
神
威
に
か
け
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
○
俊
乗
坊
長
源　

俊
乗

坊
重
源
。
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
の
浄
土
僧
で
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に

南
都
焼
打
ち
で
炎
上
し
た
東
大
寺
の
大
仏
お
よ
び
大
仏
殿
の
再
建
に
生
涯
を
尽

し
た
。
東
大
寺
再
建
の
た
め
の
勧
進
の
旅
に
際
し
て
多
賀
大
社
を
参
詣
、
延
命

を
祈
願
し
て
二
〇
年
の
命
を
授
か
っ
た
と
い
う
。

二
ウ

37 

商
人
の
近
道
越
る
峯
の
雪

　
　

�

多
賀
よ
り
伊
勢
へ
越
る
近
道
を
八
風
越
と
い
ふ
。
大
明
神
い
せ
よ

り
犬
上
の
宮
に
遷
座
ま
し
ま
し
け
る
時
、
此
道
と
い
ひ
伝
ふ
。
八

風
は
中
臣
の
祓
に
も
出
た
り
。

△
「
多
賀
ゟ
い
せ
」「
ま
し
〳
〵
」

◎
「
雪
」（
冬
）

○
八
風
越　

湖
東
と
伊
勢
を
結
ぶ
八
風
峠
を
越
え
る
道
。
中
世
に
は
主
要
商
業

路
で
、
近
江
今
堀
郷
（
現
八
日
市
市
）
を
中
心
と
す
る
保
内
商
人
が
、
南
の
千

草
越
と
と
も
に
利
用
し
、
伊
勢
通
商
の
独
占
を
図
っ
た
。『
伊
勢
国
風
土
記
』
に
、

天
日
別
命
が
神
武
天
皇
の
命
を
受
け
て
、
国
津
神
の
伊
勢
津
彦
に
こ
の
国
を
天

─22─

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
九
号
（
二
〇
二
一
）



孫
に
献
上
せ
よ
と
命
じ
た
が
抵
抗
さ
れ
た
の
で
、
兵
を
用
い
て
伊
勢
津
彦
を
殺

そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
伊
勢
津
彦
は
お
そ
れ
て
「
吾
は
今
夜
を
以
ち
て
、
八
風

を
起
し
て
海
水
を
吹
き
、
波
浪
に
乗
り
て
東
に
入
ら
む
」
と
言
っ
た
と
さ
れ
る

暴
風
。
○
中
臣
の
祓　

恒
例
臨
時
の
大
祓
に
中
臣
氏
が
唱
え
る
宣
命
体
の
祝
詞
。

中
臣
祓
詞
・
中
臣
祭
文
・
大
祓
詞
と
も
。
朝
廷
に
お
け
る
六
月
・
一
二
月
の
晦

日
の
公
的
な
大
祓
と
は
別
に
、
随
時
私
的
に
大
祓
の
詞
を
唱
え
て
祓
の
儀
礼
を

行
う
こ
と
が
盛
ん
に
な
る
と
、
公
的
大
祓
を
「
大
祓
」、
私
的
祓
を
「
中
臣
祓
」

と
区
別
し
て
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
神
道
大
系
八　

古
典
註
釋
編　

中
臣
祓

註
釋
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
五
本
の
『
中
臣
祓
抄
』
の
う
ち
「
卜
部
兼
倶
本
」「
月

舟
壽
桂
聞
書
」「
卜
部
兼
美
本
」
に
「
八
風
」
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。「
大
公

兵
書
云
、
八
風
神
者
、
坎
、
大
剛
風
神
、
乾
、
折
風
神
、
兌
、
小
剛
風
神
、
艮
、

凶
風
神
、
坤
、
謀
風
神
、
巽
、
小
弱
風
神
、
震
、
嬰
児
風
神
、
離
、
大
弱
風
神
」

（
卜
部
兼
倶
本
・
第
九
警
喩
段
「
風
神
」
注
）。

38 

城
落
か
ね
て
年
は
暮
た
り

　
　

織
田
ノ
信
長
歟
。

◎
「
年
は
暮
た
り
」（
冬
）

○
城
落
か
ね
て　

小
谷
城
を
め
ぐ
る
織
田
信
長
と
浅
井
氏
と
の
攻
防
を
指
す
。

信
長
は
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
四
月
、
越
前
の
朝
倉
義
景
に
対
し
侵
攻
を

開
始
し
、
朝
倉
氏
の
諸
城
を
次
々
と
攻
略
し
た
が
、
朝
倉
氏
と
縁
の
深
っ
た
浅

井
長
政
が
離
反
、
挟
撃
さ
れ
て
京
へ
撤
退
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
か
ら
岐
阜
へ

の
帰
路
、
東
海
道
を
は
じ
め
八
風
街
道
も
浅
井
・
六
角
勢
や
一
揆
勢
に
ふ
さ
が

れ
た
た
め
千
草
越
に
入
り
、
山
中
で
佐
々
木
承
禎
の
意
を
受
け
た
杉
谷
善
住
坊

と
い
う
者
に
鉄
砲
を
打
ち
か
け
ら
れ
る
（『
信
長
公
記
』）。
こ
の
元
亀
元
年
以
降
、

信
長
は
し
ば
し
ば
浅
井
氏
の
居
城
で
あ
る
小
谷
城
を
攻
囲
し
た
が
、
な
か
な
か

落
と
せ
ず
、
つ
い
に
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
八
月
、
背
後
の
大お

お
ず
く嶽
を
攻
略
後
、

一
旦
越
前
に
進
撃
し
て
後
援
の
朝
倉
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
上
、
孤
立
し
た
小
谷
城

を
強
襲
し
落
城
さ
せ
た
。

39 

国
の
文
壱
歩
に
ま
ぜ
て
鬼
の
大
豆

△
「
ま
せ
て
」「
鬼
のノ

」

◎
「
鬼
の
大
豆
」（
冬
）

○
壱
歩　

一
分
金
の
こ
と
。
一
両
の
四
分
の
一
に
当
た
る
金
貨
。
時
代
に
よ
り
、

大
小
、
軽
重
、
質
の
よ
し
あ
し
が
あ
る
が
、
通
常
、
縦
五
分
五
厘
（
約
一
六
・
五

ミ
リ
）、
横
三
分
五
厘
（
約
一
〇
・
五
ミ
リ
）、
重
さ
は
一
匁
二
分
（
約
四
・
五

グ
ラ
ム
）
前
後
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
国
か
ら
の
書
状
を
無
事
に
届
け
る
た
め
、

一
分
金
に
ま
ぜ
て
届
け
た
が
、
そ
の
一
分
金
が
あ
た
か
も
節
分
の
豆
の
よ
う
だ

と
見
立
て
た
も
の
か
。

40 

ま
づ
さ
つ
は
り
と
帯
買
ふ
て
せ
ん

　
　

�
今
の
江
戸
か
。
壱
歩
に
買
フ
と
い
ふ
詞
、
い
に
し
へ
は
同
意
也
。
近

代
是
ほ
と
の
事
は
ゆ
る
す
。

△
「
同
意
也
」
を
「
詞
意
な
り
」
と
誤
記
。

○
帯
買
ふ
て
せ
ん　
思
い
が
け
ず
手
に
入
っ
た
一
分
金
、
ま
ず
す
っ
き
り
と
帯
で
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も
買
っ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
発
話
体
の
句
か
。
○
同
意　

付

句
が
前
句
と
同
趣
に
な
る
こ
と
で
、
一
巻
の
変
化
の
上
か
ら
嫌
わ
れ
る
。

41 

出
替
を
し
て
娵
入
す
る
暮
の
月

　
　

月
の
方
お
も
け
れ
と
、
此
句
秋
な
り
。

△
「
お
も
け
れ
は
」「
秋
也
」

◎
「
出
替
」（
秋
）「
娵
入
」（
恋
）

○
出
替　

奉
公
人
の
う
ち
、一
年
ま
た
は
半
年
契
約
の
者
が
、
契
約
期
間
を
終
え

て
交
替
す
る
こ
と
。
古
く
は
農
事
の
都
合
を
考
慮
し
、
二
月
二
日
と
八
月
二
日
で

あ
っ
た
が
、
寛
文
八
年
二
月
一
日
の
大
火
に
際
し
て
三
月
五
日
ま
で
延
期
、
同

九
年
か
ら
は
三
月
五
日
と
九
月
五
日
に
行
う
べ
き
旨
の
布
令
が
出
て
、
次
第
に

三
月
、
九
月
と
す
る
習
慣
が
生
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
ず

れ
が
あ
る
。
○
暮
の
月　

日
暮
れ
ど
き
に
空
に
か
か
っ
て
い
る
月
、
あ
る
い
は

一
二
月
の
異
称
。
自
注
で
「
出
替
」
の
季
を
秋
、「
暮
の
月
」
の
季
を
冬
と
み
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
一
二
月
の
異
称
の
意
。
許
六
は
第
二
百
韻
の
16
句
目

「
師
走
嫁
入
の
寒
き
聟
殿
」
に
「
も
し
嫁
入
に
季
を
む
す
は
ゝ
、
都
鄙
極
月
に
き

は
ま
る
へ
し
。」
と
い
う
注
を
付
し
、「
嫁
入
の
門
も
過
け
り
鉢
た
ゝ
き　

許
六
」

（『
韻
塞
』（
元
禄
一
〇
年
刊
）
他
）
と
冬
の
嫁
入
を
詠
ん
だ
句
も
残
し
て
い
る
。

た
だ
し
『
毛
吹
草
』（
正
保
二
・
一
六
四
五
年
刊
）
の
「
初
の
出
替
」
の
項
に
「
後

の
字
入
て
い
づ
れ
も
秋
也
」、『
増
山
井
』
の
「
二
日
出
か
は
り
」
に
「
の
ち
と

い
ふ
字
そ
へ
て
秋
な
り
」
と
あ
り
、
近
世
前
期
に
お
い
て
は
「
出
替
」
は
春
、「
後

の
出
替
」
と
し
て
は
秋
と
い
う
の
が
一
般
的
。

42 

継
子
を
抱ダ
イ

て
寝
た
る
秋
の
夜

　
　

�

奉
公
の
す
り
か
ら
し
、
年
た
け
て
の
宿
入
リ
、
せ
つ
ろ
し
き
な
り
わ

ひ
、
昔
の
俤
も
な
く
、
ほ
と
な
く
顔カ
ン

㒵ボ
ウ

を
た
ふ
し
た
る
も
哀
な
り
。

△
「
哀
也
」

◎
「
秋
の
夜
」（
秋
）

○
す
り
か
ら
し　

人
の
世
に
も
ま
れ
て
性
質
が
悪
く
な
り
、
慎
み
の
な
い
言
動

を
と
る
者
。
あ
る
い
は
不
品
行
を
重
ね
て
暮
ら
し
が
立
た
な
く
な
り
、
落
ち
ぶ

れ
た
者
。
○
宿
入
リ　

主
人
持
ち
や
奉
公
人
が
、
主
家
か
ら
独
立
し
て
店
を
営
ん

だ
り
世
帯
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
。
こ
こ
は
長
年
奉
公
人
と
し
て
働
い
て
き
た

女
性
が
、
年
取
っ
て
か
ら
家
庭
に
入
る
こ
と
を
い
う
。
後
妻
の
場
合
は
継
子
が

い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
切
迫
し
て
気
ぜ
わ
し
い
家
業
に
、
ま
も
な
く
昔
日
の
面

影
も
な
く
な
る
ほ
ど
容
貌
が
衰
え
て
し
ま
っ
た
。

43 

ゆ
て
栗
に
干
菓
子
の
目メ

鏡カ
ネ

そ
つ
と
や
り

　
　

そ
つ
と
や
る
は
ね
兼
た
る
時
か
。

◎
「
栗
」（
秋
）

○
干
菓
子
の
目
鏡　

未
詳
。
眼
鏡
形
の
干
菓
子
も
作
ら
れ
て
い
た
か
。

44 
後
の
彼
岸
も
け
ふ
斗
な
り

　
　

寺
参
の
手
土
産
。

◎
「
後
の
彼
岸
」（
秋
）
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45 
諸
国
か
ら
拝
ン
て
上
る
物
初
尾

　
　

東
西
両
本
願
寺
。

△
「
西
東
」

○
初
尾　

神
仏
や
朝
廷
な
ど
に
た
て
ま
つ
る
、
そ
の
年
最
初
に
収
穫
さ
れ
た
穀

物
、
野
菜
な
ど
の
農
作
物
。
そ
こ
か
ら
、
神
仏
へ
奉
納
す
る
金
銭
、
米
穀
な
ど
、

収
穫
物
以
外
の
種
々
の
供
え
物
を
も
広
く
い
う
。「
物
初
尾
」
は
熟
し
た
語
で
は

な
い
が
、「
物
」
を
冠
す
る
こ
と
か
ら
金
銭
で
な
く
初
収
穫
し
た
産
物
を
い
う
か
。

46 

西
六
兵
と
升ノ
ボ

り
詰
た
る

　
　

石
垣
町
の
恋
か
。

◎
「
升
り
詰
た
る
」（
恋
）

○
石
垣
町　

京
都
の
鴨
川
沿
い
の
両
岸
、
四
条
通
り
と
団ど
ん
ぐ
り
の
ず
し

栗
辻
子
と
の
間
の
地

（
京
都
市
東
山
区
宮
川
町
付
近
）
の
俗
称
で
、
付
近
の
川
原
に
護
岸
の
石
垣
を
築

い
た
こ
と
に
よ
り
こ
う
呼
ば
れ
た
。
色
茶
屋
や
陰
間
宿
が
多
く
、
白
人
・
陰
間

が
出
没
し
た
。
東
岸
は
東
石
垣
町
、
西
岸
は
西
石
垣
町
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
か

ら
、
西
六
兵
は
西
石
垣
の
六
兵
衛
か
。
○
升
り
詰
た
る　

恋
に
す
っ
か
り
の
ぼ

せ
上
が
っ
て
い
る
さ
ま
。

47 

細
帯
に
脇
指
た
れ
て
忍
ひ
か
ね

◎
「
忍
」（
恋
）

○
細
帯　

幅
が
狭
い
帯
。
長
く
て
幅
も
広
い
装
飾
的
な
帯
に
対
し
て
、
紐
に
近

い
も
の
を
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
細
帯
に
脇
差
の
み
を
さ
し
た
格
好
で
女
の
元

へ
忍
び
こ
む
さ
ま
。

48 

脈
を
見
捨
て
近
（
マ
マ
）る
合
点

※
「
近
」
は
「
逃
」
の
誤
記
。

△
「
逃
る
」

○
脈
を
見
捨
て　

前
句
の
細
帯
に
脇
差
の
み
を
さ
し
た
格
好
を
、
急
な
敵
襲
な

ど
の
場
に
見
変
え
た
付
け
。
ま
だ
息
が
あ
る
仲
間
を
見
捨
て
て
逃
げ
る
。

49 

乗
物
に
書
物
を
入
て
花
の
影

　
　

日
ノ
出
の
は
や
り
医
者
、
勤
学
は
乗
物
の
内
と
い
ふ
。

◎
「
花
」（
春
）

○
乗
物　

駕
籠
の
な
か
で
も
、
引
き
戸
や
敷
居
・
鴨
居
な
ど
の
つ
い
た
上
製
の

も
の
。
引
き
戸
な
ど
の
な
い
簡
易
な
も
の
と
区
別
さ
れ
、
公
家
、
門
跡
、
高
級

武
士
の
ほ
か
、
一
般
に
は
老
人
・
病
人
を
除
い
て
は
僧
侶
・
医
者
・
婦
女
な
ど

限
ら
れ
た
町
人
の
み
使
用
を
許
さ
れ
た
。
○
花
の
影　

花
の
咲
い
て
い
る
木
の

下
の
薄
暗
い
と
こ
ろ
。
〇
日
ノ
出　

日
の
出
の
勢
い
。
全
盛
で
あ
る
こ
と
。

50 

目
か
ら
年
寄
老
の
陽
炎

　
　

目
鏡
の
ぬ
け
。

◎
「
陽
炎
」（
春
）

○
老
の
陽
炎　

陽
炎
は
、
強
い
直
射
日
光
で
地
面
が
熱
せ
ら
れ
、
局
所
的
に
密

度
の
異
な
る
大
気
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
光
が
屈
折
し
、
物
の
形
が
ゆ
ら
ゆ
ら
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揺
れ
動
い
て
見
え
る
現
象
。
春
の
晴
れ
た
日
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ

は
老
眼
の
た
め
、
眼
鏡
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
物
が
ぼ
ん
や
り
見
え
る
こ
と
。

三51 

羽
蟻
と
る
と
ん
ほ
を
ね
ろ
ふ
つ
は
く
ら
め

　
　

勤
学
の
窓
の
前
、
陽
気
に
む
か
ふ
て
目
を
休
む
る
所
。

◎
「
つ
は
く
ら
め
」（
春
）

52 

無
言
淋
し
き
西
行
の
庵

　
　

�

無
言
の
時
、
ほ
と
ゝ
き
す
を
聞
て
、
と
書
る
哥
の
前
書
、
山
家
集

に
見
え
た
り
。

△
「
見
へ
」

○
無
言
の
時　
「
無
言
な
り
け
る
こ
ろ
、
郭
公
の
は
つ
こ
ゑ
を
き
き
て
／
郭
公
ひ

と
に
か
た
ら
ぬ
を
り
に
し
も
は
つ
ね
き
く
こ
そ
か
ひ
な
か
り
け
れ
」（
山
家
集
・

一
七
九
）。
ま
た
『
新
後
撰
和
歌
集
』
に
「
無
言
の
行
し
侍
り
け
る
比
、
郭
公
を

聞
き
て
」、『
西
行
法
師
家
集
』
に
「
無
言
し
侍
り
し
こ
ろ
、
郭
公
の
は
つ
音
を

聞
き
て
」
と
同
趣
の
詞
書
と
と
も
に
載
る
。

53 

持
ツ
て
来
る
餅
の
返
事
を
せ
か
み
た
て

　
　

�

村
の
お
取
越
、
ゐ
の
こ
の
餅
、
必
よ
す
て
人
の
許
へ
送
る
。
使
は

子
と
も
な
り
。

△
「
子
共
也
」

◎
自
注
か
ら
「
ゐ
の
こ
の
餅
」
で
冬
。

○
お
取
越　

報
恩
講
の
お
取
越
。
報
恩
講
は
、
仏
教
各
宗
宗
祖
の
忌
日
に
行
う

報
恩
謝
徳
の
た
め
の
法
会
で
あ
る
が
、
特
に
浄
土
真
宗
の
も
の
が
有
名
で
、
真

宗
の
最
大
の
年
中
行
事
で
あ
る
。
陰
暦
一
一
月
二
二
日
か
ら
親
鸞
の
祥
月
命
日

の
二
八
日
ま
で
行
な
わ
れ
、
各
地
か
ら
多
数
の
信
者
が
東
西
両
本
願
寺
な
ど
に

参
詣
す
る
。『
滑
稽
雑
談
』「
一
向
宗
御
取
越
」
に
「
此
宗
祖
は
十
一
月
正
当
な

る
を
、
門
徒
の
輩
十
月
に
入
て
祖
忌
を
行
ふ
。
之
を
御
取
越
と
謂
ひ
、
京
都
に

お
い
て
、
大
と
な
く
小
と
な
く
東
西
の
門
下
道
場
に
お
い
て
是
を
修
す
。
並
に

在
家
の
門
徒
私
宅
に
お
い
て
之
を
勤
む
。
誠
に
殊
勝
の
法
則
也
。
上
に
記
す
る

大
坂
両
御
坊
に
は
、
両
門
主
隔
年
に
下
向
す
。
御
取
越
を
行
は
る
。
是
第
一
の

修
行
な
る
べ
し
。」
と
あ
る
通
り
、
浄
土
真
宗
の
末
寺
や
在
家
な
ど
で
は
、
一
一

月
に
報
恩
講
を
つ
と
め
る
と
本
山
に
参
詣
で
き
な
く
な
る
の
で
、
本
山
参
詣
前

に
忌
日
を
一
ヶ
月
繰
り
上
げ
て
行
い
、
こ
れ
を
お
取
越
、
お
引
上
な
ど
と
称
し

た
。
○
ゐ
の
こ
の
餅　

陰
暦
一
〇
月
の
亥
の
日
に
、
新
穀
で
搗
い
て
食
べ
る
餅
。

宮
中
で
は
、
大
豆
・
小
豆
・
大さ

さ

げ
角
豆
・
胡
麻
・
栗
・
柿
・
糖
の
七
種
の
粉
で

作
っ
た
。
江
戸
の
武
家
で
は
一
〇
月
初
亥
の
日
に
玄
猪
の
祝
儀
が
あ
り
、
諸
大

名
は
登
城
し
て
御
餅
を
頂
戴
し
、
民
間
で
も
当
日
餅
を
用
意
し
た
り
、
ぼ
た
餠

を
贈
答
し
た
り
し
た
。

54 
坊
主
に
し
た
る
菊
の
折
さ
し

　
　

使
の
子
共
の
わ
る
さ
。

◎
「
菊
」（
秋
）

─26─

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
九
号
（
二
〇
二
一
）



○
菊
の
折
さ
し　

子
ど
も
が
菊
の
花
び
ら
を
む
し
り
、
茎
を
折
ろ
う
と
し
て
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
周
茂
叔
の
「
愛
蓮
説
」
に
「
菊
は
花
の
隠
逸
な
る
者

な
り
」
と
あ
り
、
陶
淵
明
が
好
み
、
東
籬
の
下
に
植
え
た
こ
と
な
ど
有
名
。

55 

薬
玉
を
は
つ
し
て
廻
る
暮
の
月

　
　

�

五
月
五
日
に
か
け
る
薬
玉
を
重
陽
の
菊
と
か
け
か
へ
る
。
九
月
八

日
、
暮
合
の
哀
を
い
ふ
な
り
。

◎
「
月
」（
秋
）

○
薬
玉　

麝
香
・
沈
香
・
丁
子
な
ど
の
香
料
を
錦
や
練
絹
の
袋
に
入
れ
、
蓬
・

菖
蒲
ま
た
は
造
花
な
ど
を
結
び
つ
け
、
五
色
の
糸
を
飾
っ
て
長
く
垂
ら
し
た
も

の
。
五
月
五
日
の
端
午
に
破
邪
・
招
福
・
延
命
の
た
め
柱
や
簾
に
掛
け
た
り
、

身
に
つ
け
た
り
し
た
。
内
裏
で
は
重
陽
の
節
ま
で
か
け
る
の
を
例
と
し
、
重
陽

か
ら
菊
花
と
茱ぐ

み萸
の
袋
に
取
り
替
え
た
。
室
町
時
代
に
は
一
般
民
衆
の
間
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、

か
わ
っ
て
民
間
で
女
児
の
玩
具
と
し
て
流
行
し
た
。
京
に
は
薬
玉
売
り
も
現
れ
、

端
午
の
節
句
に
は
女
児
が
い
ろ
い
ろ
の
造
花
を
紙
に
張
っ
て
細
工
し
た
も
の
を

背
中
に
か
け
た
り
、
肘
に
下
げ
た
り
し
た
と
い
う
。
な
お
出
典
不
明
の
句
で
は

あ
る
が
、『
風
俗
文
選
犬
註
解
』（
嘉
永
元
年
、
同
四
年
序
）
巻
五
の
許
六
「
百

花
ノ
譜
」
に
関
す
る
注
解
と
し
て
、
許
六
の
菊
の
句
が
参
考
句
と
し
て
一
〇
句
並

ぶ
中
に
「
菊
に
か
は
る
身
は
薬
玉
の
八
日
か
な
」
が
載
る
。

56 

東
寺
を
越
て
落
る
雁
か
ね

　
　

�

菊
、
薬
玉
を
翠
簾
に
か
け
る
は
都
に
か
き
る
。
東
寺
を
越
る
は
鳥

羽
田
に
落
ス
雁
な
り
。

△
「
雁
也
」

◎
「
落
る
雁
か
ね
」（
秋
）

○
翠
簾　

み
ど
り
色
の
す
だ
れ
。
青
す
だ
れ
。
俳
諧
の
発
句
や
連
句
で
は
「
み

す
」
と
読
む
の
が
一
般
的
。
○
鳥
羽
田　

山
城
国
の
歌
枕
で
、
同
国
紀
伊
郡
鳥

羽
郷
、
現
在
の
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
か
ら
伏
見
区
下
鳥
羽
に
か
け
て
の
一
帯
。

「
大
江
山
か
た
ぶ
く
月
の
影
冴
え
て
鳥
羽
田
の
面
に
落
つ
る
か
り
が
ね
」（
新
古

今
集
・
秋
下
・
五
〇
三
・
慈
円
）
な
ど
、
月
光
の
冴
え
た
田
の
面
に
飛
ぶ
雁
が

詠
ま
れ
る
。

57 

山
城
の
淀
の
国
替
宇
治
さ
ひ
て

　
　

興
正
寺
の
無
繁
昌
。

○
淀　

元
和
九
年
、
伏
見
廃
城
に
と
も
な
い
、
京
都
守
衛
の
た
め
松
平
定
綱
が

入
封
し
て
淀
藩
を
立
藩
、
淀
城
を
築
城
し
、
寛
永
一
〇
年
永
井
尚
政
が
城
主
と

な
っ
て
、
木
津
川
の
流
路
付
け
替
え
工
事
を
行
い
、
家
臣
団
屋
敷
や
城
下
町
を

拡
大
し
た
。
尚
政
の
隠
居
後
は
子
の
尚な

お
ゆ
き征
が
城
主
と
な
っ
た
が
、
寛
文
九
年
に

は
丹
後
宮
津
へ
転
封
と
な
る
。
以
後
、
藩
主
は
た
び
た
び
交
代
す
る
が
、
享
保

八
年
（
一
七
二
三
）
に
稲
葉
正
知
が
入
封
し
て
か
ら
は
廃
藩
置
県
ま
で
稲
葉
氏

が
歴
代
相
続
し
た
。
○
興
正
寺　

興
聖
寺
。
宇
治
川
右
岸
の
朝
日
山
南
山
麓
に

あ
る
。
曹
洞
宗
開
祖
道
元
が
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
深
草
の
極
楽
寺
の
地
に
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建
て
道
場
と
し
た
の
に
始
ま
る
が
、
住
職
四
代
で
廃
絶
し
て
い
た
も
の
を
、
慶

安
二
年
に
尚
政
が
再
興
し
、
永
井
家
の
菩
提
寺
と
し
て
庇
護
し
て
多
く
の
田
地

を
寄
進
し
た
。
し
か
し
、
寛
文
九
年
の
永
井
氏
の
丹
後
宮
津
へ
の
移
封
、
さ
ら

に
天
和
元
年
の
大
和
新
庄
へ
の
移
封
に
と
も
な
っ
て
大
幅
な
減
封
が
あ
り
、
興

聖
寺
の
寄
進
田
地
は
幕
府
領
と
し
て
没
収
さ
れ
た
。

58 

出
来
出
頭
に
窓
の
運
上

　
　

国
か
へ
、
所
か
へ
は
、
江
戸
沙
汰
あ
ま
り
宜
か
ら
す
。

○
出
来
出
頭　

主
君
な
ど
の
寵
愛
を
受
け
、
急
に
権
勢
を
得
た
成
り
上
が
り
者

の
重
臣
。
〇
運
上　

近
世
に
お
け
る
雑
税
で
、
小
物
成
の
一
種
。
商
業
・
工

業
・
漁
業
・
狩
猟
業
・
運
送
業
な
ど
の
各
種
の
営
業
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て

課
さ
れ
、
金
納
さ
れ
た
。
転
じ
て
、
上
前
を
は
ね
る
こ
と
を
「
運
上
を
取
る
」

な
ど
と
い
い
、
こ
こ
は
そ
の
意
。
○
国
か
へ　

国
替
、
所
替
、
と
も
に
大
名
の

配
置
換
え
の
こ
と
。
○
江
戸
沙
汰　

江
戸
で
の
評
判
。

59 

武
士
の
子
の
最
期
見
事
に
を
し
な
お
り

　
　

む
か
し
い
ま
、
此
あ
は
れ
お
ほ
し
。

○
を
し
な
お
り　

居
住
ま
い
を
正
す
。
覚
悟
し
て
座
に
直
る
。

60 

と
う
〳
〵
と
な
る
浜
の
松
風

　
　

例
の
や
り
句
。

△
「
ど
う
〳
〵
」

○
や
り
句　

前
句
が
難
句
で
付
け
に
く
い
場
合
や
、
前
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
複

雑
な
句
が
続
い
た
場
合
に
、
気
分
を
転
じ
た
り
、
付
け
運
び
を
円
滑
に
し
た
り

す
る
た
め
、
前
句
を
軽
く
受
け
て
あ
っ
さ
り
と
付
け
た
句
。
○
と
う
〳
　〵

こ

こ
は
濁
音
無
表
記
で
あ
る
が
、「
ど
う
ど
う
と
鳴
る
は
、
松
風
の
音
か
、
但
波
の

音
か
」（『
狂
言
六
義
』（
雲
形
本
）「
丼ど

ぶ
か
っ
ち
り礑
」）
の
よ
う
に
、
風
の
音
の
形
容
と

し
て
は
「
ど
う
ど
う
」。『
別
座
敷
』（
元
禄
七
年
奥
）
巻
頭
の
五
吟
歌
仙
（
芭
蕉
・

子
珊
・
杉
風
・
桃
隣
・
八
桑
）
に
「
住
憂
て
住
持
こ
た
へ
ぬ
破
れ
寺　

珊
／
ど

う
〳
〵
と
鳴
浜
風
の
音　

風
」
と
類
似
し
た
句
が
載
る
。

61 

状
書
て
出
す
網
代
の
下
簾

　
　

源
氏
み
ほ
つ
く
し
の
こ
な
し
。

◎
「
状
」（
恋
）

○
網
代　

網
代
車
の
略
。
網
代
車
は
貴
族
の
乗
物
と
す
る
牛
車
の
一
種
で
、
箱

の
表
面
に
網
代
（
竹
や
葦
・
檜
の
薄
板
な
ど
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
組
ん
だ
も
の
）

を
張
っ
た
こ
と
に
よ
る
称
。
○
下
簾　

牛
車
の
箱
の
前
後
の
簾
の
内
に
懸
け
て

外
部
に
垂
ら
す
絹
布
。
納
言
以
上
、
ま
た
は
女
房
の
車
に
は
用
い
る
が
、
参
議
、

散
二
三
位
以
下
に
は
用
い
な
い
。
蘇
芳
下
簾
と
青
末す

そ
ご濃
下
簾
の
二
種
が
普
通
で
、

蘇
芳
簾
を
懸
け
る
檳
榔
毛
の
車
に
は
蘇
芳
下
簾
を
用
い
、
青
簾
を
か
け
る
網
代

車
に
は
青
末
濃
下
簾
を
か
け
た
。
○
み
ほ
つ
く
し　
『
源
氏
物
語
』
澪
標
巻
で
源

氏
は
住
吉
に
参
詣
し
、
偶
然
同
じ
日
に
詣
で
た
明
石
の
君
は
、
源
氏
一
行
の
別

世
界
の
人
の
よ
う
な
華
や
か
さ
に
気
圧
さ
れ
、
そ
の
日
は
参
詣
も
せ
ず
に
立
ち

去
っ
た
。
惟
光
の
知
ら
せ
で
明
石
の
君
が
来
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
源
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氏
は
、
明
石
の
君
を
不
憫
に
思
っ
て
車
の
中
か
ら
歌
を
送
っ
た
。
こ
こ
は
そ
の

場
面
を
ふ
ま
え
る
。

62 

祭
は
済
ン
て
も
と
る
鮨
売

　

賀
茂
ノ
祭
かカ

。

△
「
か
」
に
傍
記
な
し
。

◎
「
祭
」「
鮨
」（
夏
）

○
鮨
売　

鮨
を
丸
桶
・
箱
・
御
膳
籠
（
料
理
を
入
れ
、
天
秤
の
両
端
に
か
け
て

か
つ
ぐ
方
形
の
竹
籠
）
な
ど
に
入
れ
て
売
り
歩
く
こ
と
。『
守
貞
謾
稿
』
巻
六
に

は
「
鮨
売
り　

三
都
と
も
に
自
店
、
あ
る
ひ
は
屋
体
見
世
に
て
こ
れ
を
売
る
あ

り
。
た
だ
京
坂
に
こ
れ
を
巡
り
売
る
者
こ
れ
な
し
。
江
戸
に
て
も
、
あ
る
ひ
は

童
子
筥
に
納
れ
て
こ
れ
を
肩
ぎ
、
あ
る
ひ
は
御
膳
籠
等
を
担
ぎ
売
る
も
あ
り
。」

と
見
え
る
。
京
阪
で
は
担
い
売
り
は
な
い
と
す
る
と
、
屋
台
店
を
た
た
ん
で
帰

る
と
こ
ろ
か
。
な
お
同
書
後
集
巻
一
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
千
句
が
巻
か
れ

た
頃
の
鮨
は
三
都
と
も
押
し
寿
司
で
、
江
戸
も
握
り
寿
司
で
は
な
い
。
ま
た
冬

に
は
鮨
の
需
要
が
落
ち
た
よ
う
で
、
暑
い
時
期
に
食
べ
る
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
○
賀
茂
ノ
祭　

葵
祭
。
四
月
中
酉
日
に
京
都
の
上
賀
茂
社
と
下
鴨

社
の
両
社
で
行
わ
れ
る
。
平
安
中
期
の
道
長
・
頼
通
の
頃
が
特
に
盛
大
で
、
権

門
の
人
々
は
競
っ
て
物
見
車
を
立
て
た
。
こ
こ
は
前
句
が
『
源
氏
物
語
』
澪
標

巻
の
「
こ
な
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
『
源
氏
物
語
』
の
葵
巻
の
車

争
い
を
介
し
て
付
け
た
。

63 

嘘
つ
い
て
来
ぬ
桶
の
輪
に
出
く
は
し
て

　
　

鮨
売
か
立
腹
、
途
中
に
恨
を
散
す
。

○
桶
の
輪　

桶
の
た
が
。
こ
こ
で
は
鮨
桶
の
た
が
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
を
、

鮨
売
が
立
腹
し
て
桶
を
投
げ
出
し
た
際
に
外
れ
た
も
の
と
見
た
。

64 

内
の
子
持
に
さ
ら
す
言
伝

　

鮨
売
か
荒
言
。

◎
「
子
持
」（
恋
）

○
子
持　

自
分
の
女
房
。
○
さ
ら
す　
「
す
る
」
を
卑
し
め
て
い
う
語
。
人
を
の

の
し
っ
て
い
う
と
き
な
ど
に
用
い
る
。
○
荒
言　

他
に
は
ば
か
ら
ず
、
口
に
ま

か
せ
て
え
ら
そ
う
な
こ
と
を
言
う
こ
と
。
け
ん
か
の
も
と
に
な
っ
た
り
、
ま
た

後
で
引
っ
込
み
が
つ
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
物
言
い
を
い
う
。

三
ウ

65 

新
米
の
直
を
聞
た
か
る
八
日
市

　
　

�

古
米
の
米
櫃
も
淋
し
く
な
り
て
、
秋
風
の
た
よ
り
に
新
米
を
待
侘

た
る
よ
す
か
な
り
。

△
「
成ナ

リ

て
」「
よ
す
か
也
」

◎
「
新
米
」（
秋
）

○
八
日
市　

滋
賀
県
神
崎
郡
と
蒲
生
郡
の
境
に
形
成
さ
れ
た
古
代
以
来
の
市
場
。

鎌
倉
時
代
以
降
、
湖
東
の
主
要
な
定
期
市
と
し
て
発
展
し
た
。
近
世
に
は
常
設

店
舗
の
立
ち
並
ぶ
町
場
と
な
り
、
二
と
八
の
市
日
に
は
周
辺
の
各
村
か
ら
農
具
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な
ど
の
手
工
業
品
や
酒
・
菜
種
な
ど
の
農
産
物
が
集
め
ら
れ
賑
わ
っ
た
。

66 

申
酉
あ
れ
て
跡
の
名
月

　
　

�

ふ
み
こ
み
た
る
八
月
を
云
。
前
句
の
理
屈
を
忘
れ
て
聞
へ
し
。
申

酉
あ
れ
て
戌
よ
し
と
い
ふ
は
、
取
わ
き
秋
の
空
に
は
つ
れ
ぬ
占
也
。

△
「
八
月
を
い
ふ
」

◎
「
名
月
」（
秋
）

○
申
酉
あ
れ
て
戌
よ
し　

申
の
日
、
酉
の
日
に
天
気
が
悪
い
と
、
戌
の
日
に
は

晴
天
に
な
る
。『
類
聚
世
話
百
川
合
海
』（
安
永
五
・
一
七
七
六
年
）『
譬
喩
尽
』�

（
寛
政
末
）
に
「
申
酉
荒
て
戌
暖
し
」
と
載
る
。

67 

初
汐
に
音ヲ
ン
ド戸
の
瀬
戸
の
飛
脚
舟

　
　

此
句
、
天
気
の
よ
き
と
い
ふ
事
な
り
。

△
「
事
也
」

◎
「
初
汐
」（
秋
）

○
初
汐　

秋
の
大
潮
、
特
に
八
月
一
五
日
の
大
潮
を
い
う
。
大
潮
は
、
潮
の
干
満

の
差
が
最
も
大
き
い
時
の
こ
と
。
太
陽
と
月
と
地
球
が
ほ
ぼ
一
直
線
に
並
ぶ
新

月
・
満
月
の
頃
、
潮
の
干
満
が
特
に
大
き
く
な
る
の
で
、
旧
暦
で
は
一
日
、
一
五

日
と
そ
の
後
の
二
、
三
日
に
な
る
。
○
音
戸
の
瀬
戸　

広
島
県
呉
市
警け

ご

や
固
屋
と

倉
橋
島
の
音
戸
町
と
の
間
の
海
峡
。
潮
流
が
激
し
い
。
平
清
盛
が
開
削
し
た
と

い
う
伝
説
が
あ
る
。
○
飛
脚
舟　

江
戸
時
代
、
主
要
な
港
湾
に
あ
っ
て
、
公
私

を
問
わ
ず
連
絡
に
急
を
要
す
る
と
き
、
日
和
や
風
向
き
に
か
ま
わ
ず
櫓
走
と
帆

走
を
駆
使
し
て
急
行
し
た
小
船
。「
初
潮
や
鳴
門
の
浪
の
飛
脚
舟　

凡
兆
」（『
猿

蓑
』
元
禄
四
年
刊
）。

68 

鯛
の
生イ
ケ

洲ス

の
か
ゝ
る
朝
な
ぎ

　
　

大
坂
へ
上
る
鯛
の
生
洲
、
四
季
共
に
湊
入
す
る
事
い
ま
な
り
。

△
「
い
ま
也
」

○
生
洲　

漁
獲
し
た
魚
貝
類
を
一
定
期
間
水
中
に
生
か
し
て
お
く
た
め
の
装
置

や
場
所
。
自
然
の
岩
礁
を
利
用
し
た
り
、
竹
籠
で
囲
っ
た
り
、
長
方
形
の
木
箱

や
小
船
の
形
を
し
た
も
の
を
水
中
に
浮
か
べ
た
り
し
た
。
こ
こ
は
生い
け
ふ
ね船
（
生
簀

船
）
と
い
っ
て
、
魚
類
を
生
か
し
た
ま
ま
た
く
わ
え
て
お
く
設
備
を
も
っ
た
生

魚
運
搬
船
で
鯛
を
運
ぶ
さ
ま
。
生
船
で
鯛
を
運
ぶ
話
は
『
日
本
永
代
蔵
』（『
日

本
永
代
蔵
』
貞
享
五
年
刊
）
巻
二
の
四
に
「
魚
嶋
時
に
限
ら
ず
、
生
船
の
鯛
を

何
国
迄
も
無
事
に
着
や
う
有
」
と
見
え
る
。
ま
た
元
禄
一
〇
年
刊
行
の
『
本
朝

食
鑑
』
巻
八
鱗
介
部
二
に
は
「
凡
そ
筑
紫
の
諸
州
に
も
亦
た
鯛
多
し
て
美
也
。

故
に
泉
摂
の
海
人
米
穀
を
海
西
に
運
ん
で
、
壱
対
日
薩
の
市
に
鬻
ぎ
、
帰
る
時

生
鯛
数
百
を
買
て
、
大
鍼
を
用
て
魚
背
に
刺
す
。
皆
な
深
秘
し
て
其
の
穴
を
言

ず
。
生
か
し
て
大
竹
籃
に
入
れ
、
舷
ば
た
に
繋
げ
水
に
浸
す
。
魚
猶
を
水
中
に

活
発
し
て
死
せ
ず
。」（
原
文
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
私
に
書
き

下
し
た
）
と
九
州
方
面
か
ら
大
坂
へ
鯛
を
運
ん
だ
記
述
が
見
え
る
。

69 

烟
立
ツ
三
軒
茶
屋
の
松
の
風

　
　

西
海
道
の
さ
ひ
し
き
道
中
、
朝
を
む
ね
と
見
る
へ
し
。
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△
「
烟
た
つ
」

○
三
軒
茶
屋　

街
道
筋
に
あ
る
三
軒
の
茶
屋
。
○
西
海
道　

五
畿
七
道
の
一
つ

で
、
現
在
の
九
州
地
方
に
あ
た
る
。
大
宰
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。

70 

大オ
ホ
ミ躬
の
鑓
に
へ
こ
む
萱
葺

　
　

�

こ
や
ね
の
鑓ヒ
ヒに
軒
端
の
あ
れ
る
は
、
大
方
鑓
持
の
餅
く
い
酒
呑
か

は
り
に
堪
忍
す
へ
し
。

△
「
こ
や
ね
の
軒
端
の
」

○
大
躬
の
鑓　

大
身
の
鑓
。
両
刃
で
刃
わ
た
り
が
長
く
、
ま
っ
す
ぐ
で
大
ぶ
り

な
槍
。
○
こ
や
ね　

廂
や
、
二
階
建
て
の
家
の
一
階
部
分
の
屋
根
。
大
き
な
鑓

の
穂
先
に
ま
で
注
意
が
行
き
届
か
ず
、
軒
端
を
荒
ら
し
て
し
ま
う
。

71 

平
頸
に
足
を
組
ミ
た
る
打
ま
た
き

○
平
頸　

獣
の
首
の
左
右
の
部
分
、
特
に
馬
の
首
の
た
て
が
み
の
下
の
部
分
。

○
打
ま
た
き　

名
詞
「
う
ち
ま
た
げ
」
で
、
両
足
を
広
げ
て
踏
ま
え
る
こ
と
。

こ
こ
は
『
東
海
道
名
所
記
』（
万
治
末
年
頃
刊
）
巻
四
「
今
あ
か
坂
ま
で
、
わ

づ
か
に
十
六
町
也
。
い
は
ゞ
程
ち
か
し
。
馬
に
の
れ
ど
も
、
か
ら
尻
は
駄
賃
も

い
く
ば
く
な
ら
ず
。
打
ま
た
げ
に
と
び
の
り
、
赤
坂
ま
で
来
さ
し
め
と
て
引
た

て
ゝ
ゆ
く
。」、『
慶
長
年
中
卜
斎
記
』「
大
将
衆
も
十
七
八
里
を
凌
き
参
上
候
へ

は
、
小
山
を
御
出
候
て
、
道
は
尋
常
の
軽
き
も
の
ゝ
歩
み
候
如
く
、
打
ま
た
ぎ

の
馬
に
て
旅
籠
飯
を
被
給
」
と
い
っ
た
例
を
鑑
み
、
気
軽
に
乗
れ
る
空
尻
馬
を

利
用
す
る
こ
と
。
街
道
筋
の
さ
ま
を
付
け
た
。

72 

御
命
講
十
夜
と
行
違
ふ
原

　
　

�

武
蔵
の
遠
里
よ
り
鎌
倉
の
御
命
講
、
十
夜
に
乗
違
ふ
か
ら
尻
な
る

へ
し
。

◎
「
御
命
講
」「
十
夜
」（
冬
）

○
御
命
講　

一
〇
月
一
三
日
に
行
わ
れ
る
日
蓮
上
人
の
忌
日
法
会
。『
滑
稽
雑

談
』
に
「
日
蓮
宗
門
の
僧
俗
、
毎
一
〇
月
一
三
日
、
御
影
講
と
て
祖
像
を
祭
る
。

種
々
の
好
菓
及
餅
麪
等
、
其
外
、
島
台
・
造
花
な
ど
巧
手
を
絶
す
。
御
影
講
と

て
盛
物
を
称
し
て
、
他
宗
の
男
女
迄
見
物
群
を
な
す
。」
と
あ
る
。
○
十
夜　

浄

土
宗
の
寺
院
で
行
わ
れ
る
一
〇
日
一
〇
夜
の
念
仏
法
要
。
通
例
一
〇
月
五
日
の

夜
か
ら
一
五
日
の
朝
ま
で
の
一
〇
夜
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
京
都
の
真
如
堂

で
修
せ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
後
、
鎌
倉
の
光
明
寺
で
行
わ
れ
て
か

ら
、
広
く
浄
土
宗
の
行
事
と
な
っ
た
。
○
乗
違
ふ　

誤
っ
て
行
先
の
違
う
乗
物

に
乗
る
。
こ
こ
で
は
御
命
講
に
向
か
う
旅
人
と
十
夜
に
向
か
う
旅
人
が
す
れ
違

い
、
別
の
空
尻
馬
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。
法
要
に
出
席
す
る
だ
け

な
の
で
双
方
空
尻
で
あ
っ
た
。
○
か
ら
尻　

空
尻
馬
（
軽
尻
馬
）。
旅
人
一
人
が

乗
り
、
五
貫
目
ま
で
の
荷
物
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
道
中
馬
。
人
の
乗
ら
な

い
と
き
は
二
〇
貫
目
ま
で
の
荷
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
〇
貫
目
程
の
荷

を
付
け
た
本
馬
に
対
す
る
も
の
で
、
駄
賃
も
本
馬
の
約
半
分
で
あ
っ
た
。

73 
か
ぶ
り
ふ
る
鸛カ
ウ

の
あ
た
ま
に
時
雨
し
て

　
　

�

嵐
、
木
か
ら
し
の
と
も
な
ふ
初
時
雨
は
、
た
ゝ
さ
む
き
噂
を
い
ふ

也
。
武
蔵
野
々
よ
せ
な
り
。
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△
「
鸛
は
武
蔵
野
」

◎
「
時
雨
」（
冬
）

○
鸛　

こ
う
の
と
り
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
科
の
鳥
。
全
長
約
一
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
体
は
白
色
で
風
切
り
羽
が
黒
い
。
丹
頂
鶴
に
似
て
、
古
来
「
松
上
の
鶴
」

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
鶴
と
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
頭
頂
は
赤
く
な
く
、

首
に
黒
い
帯
が
な
い
。
高
木
や
楼
殿
の
上
な
ど
に
巣
を
営
む
。
昔
は
各
地
に
い

て
地
名
に
も
残
る
。『
冬
の
日
』（
貞
享
元
年
奥
）
五
歌
仙
の
立
句
に
「
霜
月
や

鸛カ
ウ

の
彳ツ
ク

々
な
ら
び
ゐ
て　

荷
兮
」。
○
噂　

連
句
に
お
い
て
は
、
前
句
の
内
容
を

説
明
す
る
よ
う
な
付
け
方
を
「
噂
付
」「
噂
」
と
い
い
、
同
意
気
味
に
な
る
の
で

嫌
わ
れ
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
「
噂
」
と
同
様
、
た
だ
前
句
の
寒
々
と
し
た
感
じ

を
そ
の
ま
ま
受
け
て
付
け
た
と
い
う
こ
と
。
○
よ
せ　

歌
論
用
語
で
、
関
係
の

あ
る
語
を
添
加
し
て
、
一
首
の
構
成
を
緊
密
に
す
る
こ
と
。
多
く
は
縁
語
を
指

す
。
の
ち
広
く
、
よ
せ
ど
こ
ろ
、
よ
り
ど
こ
ろ
な
ど
の
意
に
い
い
、「
椽
の
草
履

の
う
ち
し
め
る
春
／
石
ぶ
し
に
ほ
そ
き
小
鮎
を
よ
り
分
て
／（
中
略
）
打
し
め
る

と
い
ふ
に
寄
有
。」（『
三
冊
子
』）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
こ
こ
も
同
様
。

74 

芋
掘
お
こ
す
冬
は
来
に
け
り

　
　

お
な
し
く
。

◎
「
冬
」（
冬
）

○
芋
掘
お
こ
す　

単
に
「
芋
」
と
い
え
ば
通
常
里
芋
を
指
す
。「
薯
蕷
（
い
も
・

や
ま
の
い
も
）」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
近
世
前
期
の
諸
歳
時
記
に
「
い
も
」「
山

の
い
も
」「
山
の
い
も
掘
る
」
い
ず
れ
も
八
月
（『
誹
諧
初
学
抄
』
に
は
「
い
も

ほ
る
」「
山
の
い
も
ほ
る
」
で
一
〇
月
）。
た
だ
し
『
農
業
全
書
』
巻
五
「
薯や

ま
の
い
も蕷
」

に
「
霜
ふ
り
て
掘
取
る
べ
し
。
麦
を
ま
か
ざ
る
地
な
ら
ば
、
霜
月
の
後
ま
で
も

を
き
て
掘
取
る
べ
し
。
遅
き
程
根
よ
く
入
る
物
な
り
。」「
同
じ
く
掘
り
取
る
時

分
の
事
、
九
月
の
末
、
十
月
の
間
」
と
あ
る
よ
う
に
、
冬
に
掘
っ
て
も
よ
か
っ

た
。
一
方
、「
芋
」
の
項
目
に
は
「
霜
お
ほ
ひ
を
せ
ざ
れ
ば
残
ら
ず
く
さ
る
物
な

り
」
と
あ
り
霜
に
弱
い
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

75 

作ヲ
ナ
リ業
し
て
六
斎
木
綿
織
揃
へ

　
　

�

六
斎
木
綿
は
出
替
の
時
、
奉
公
の
極
な
り
。
木
綿
所
は
い
つ
く
も

一
月
に
六
端
の
木
綿
は
主
と
の
に
奉
る
。

△
「
極
也
」

○
作
業　
「
ヲ
ナ
リ
」
と
い
う
読
み
、
未
詳
。
○
六
斎　

月
に
六
度
、
日
を
決
め

て
事
を
行
う
こ
と
。「
六
斎
木
綿
」
は
六
斎
市
（
決
ま
っ
た
六
日
に
立
つ
市
）
で

売
買
さ
れ
る
木
綿
か
。
○
木
綿
所　
綿
を
多
く
産
出
す
る
と
こ
ろ
。
○
六
端　

六

反
。
一
反
は
成
人
一
人
分
の
衣
服
に
要
す
る
布
や
絹
の
量
。

76 

皆
開
帳
に
参
る
笠
寺

　
　

下
女
か
役
目
を
果
し
て
、
是
か
ら
は
笠
寺
と
出
る
。

○
笠
寺　

尾
張
国
愛
知
郡
星
崎
荘
（
名
古
屋
市
南
区
）
に
あ
る
真
言
宗
の
寺
。

天
林
山
笠
覆
寺
。
本
尊
の
十
一
面
観
音
は
笠
を
か
ぶ
っ
た
姿
を
し
て
い
る
。
時

代
は
下
る
が
『
尾
張
名
所
図
会
』
前
編
（
天
保
一
五
年
・
一
八
四
四
刊
）
巻
五

に
挿
図
が
載
り
、
参
詣
の
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
笠
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寺
」
を
詠
ん
だ
句
に
は
、
芭
蕉
に
「
笠
寺
や
も
ら
ぬ
崖い
は
や
も
春
の
雨
」（『
千
鳥
掛
』

正
徳
六
年
刊
か
）、
許
六
に
「
夏
の
月
旅
の
笠
寺
い
ざ
ぬ
が
む
」（『
東
海
道
』
享

保
六
年
序
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
縁
語
仕
立
て
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
句
で
あ
る
。

77 

山
吹
も
花
の
盛
に
咲
合
せ

　
　

�

笠
寺
の
池
の
も
や
う
、
花
に
山
吹
を
結
ひ
て
正
花
に
仕シ

た
つ
。
功

者
の
作
た
（
マ
マ
）な
り
。

△
「
池
も
や
う
」「
作
た
な
り
」
が
「
作
意
也
」

◎
「
山
吹
」「
花
」（
春
）

○
山
吹　

黄
金
色
の
五
弁
花
を
咲
か
せ
る
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
。『
山
の
井
』（
正

保
四
年
成
）
に
「
や
ま
ぶ
き
は
つ
ぼ
み
を
砂し
ゃ
き
ん
ぶ
く
ろ

金
袋
、
さ
か
り
を
金
峯
山
、
ち
り

か
ゝ
る
を
金
す
な
ご
な
ど
、
お
ほ
く
こ
が
ね
に
い
ひ
な
せ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
ま
た
『
古
典
俳
文
学
大
系
９　

蕉
門
名
家
句
集

二
』
に
「『
野
坡
吟
艸
』
ニ
ア
リ
テ
出
典
不
明
ノ
モ
ノ
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
鶏

頭
や
盆
花
き
ら
ん
鰹
か
き
」
の
句
の
前
書
に
「
さ
く
ら
山
吹
と
い
へ
ば
住
る
人

も
花
美
に
聞
ゆ
」
と
、
桜
と
並
ん
で
華
美
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
○
笠

寺
の
池　
『
尾
張
名
所
図
会
』
前
編
巻
五
「
笠
覆
寺
」
の
挿
図
に
は
仁
王
門
の
前

に
池
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
付
近
に
「
仁
王
が
池
」
も
見
え
る
。

〇
正
花
に
仕
立
つ　

正
花
と
は
、
連
俳
で
賞
美
す
る
心
を
込
め
て
用
い
ら
れ
る

花
。「
花
」
と
い
え
ば
桜
を
意
味
す
る
が
、
植
物
の
種
類
を
い
う
「
桜
」
は
正
花

に
は
な
ら
な
い
。
同
じ
理
由
で
、
植
物
の
種
類
を
示
す
「
山
吹
」
も
通
常
正
花

に
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
正
花
に
仕
立
て
た
こ
と
を
、
巧
者
の
わ
ざ
で
あ
る

と
自
讃
し
て
い
る
。

78 

蛇
に
ま
か
れ
て
ほ
ろ
ゝ
打
雉
子

　
　

山
ン
中
。

△
「
ほ
ろ
ゝ
う
つ
雉
子
」「
ほ
ろ
ゝ
う
つ
」
の
右
傍
に
「
ホ
ロ
ヽ
ウ
ツ
」
と
朱
筆

で
記
す
。

◎
「
雉
子
」（
春
）

○
蛇　

こ
こ
は
冬
眠
し
て
い
た
蛇
が
春
に
な
っ
て
穴
か
ら
出
て
き
た
も
の
。
近

世
前
期
の
諸
歳
時
記
に
「
蛇
穴
を
出
る
」
で
二
月
。『
滑
稽
雑
談
』「
蛇
穴
を
出
る
」

に
「
時
珍
本
草
に
曰
、（
中
略
）
蛇
の
出
づ
る
や
春
を
以
て
し
、
出
づ
れ
ば
則
ち

物
を
食
ふ
」（
原
文
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
私
に
書
き
下
し
た
）

と
あ
る
。
○
ほ
ろ
ゝ
打　

雉
な
ど
が
羽
ば
た
き
を
し
て
音
を
立
て
る
こ
と
。「
ほ

ろ
ろ
」
は
雉
の
鳴
き
声
を
表
す
擬
声
語
で
あ
る
が
実
際
は
羽
音
。

名79 

高
野
山
ン
女
人
の
足
に
雪
消
て

　
　

捻
岩
は
和
哥
山
口
に
あ
り
。

△
「
女–

人
」「
足ア
シ

」

◎
「
雪
消
て
」（
春
）
女
人
（
恋
）

○
捻
岩　
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
三
編
（
天
保
九
年
刊
）
巻
四
下
高
野
山
に
は

「
捻ね

ぢ
い
し石
」
の
項
目
に
「
ね
ぢ
岩
の
ね
ぢ
も
も
ど
ら
む
初
し
ぐ
れ　

萍
左
」
の
句
を

挙
げ
る
。
高
野
山
は
開
創
当
時
か
ら
明
治
五
年
ま
で
女
人
禁
制
で
、
登
山
七
路
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の
入
り
口
に
は
そ
れ
ぞ
れ
女
人
堂
が
設
け
ら
れ
て
女
性
は
堂
よ
り
上
に
入
る
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
弘
法
大
師
が
母
公
追
悼
の
た
め
弥
勒
菩
薩
を
造
立
・

安
置
し
た
と
い
う
伝
説
を
持
ち
、
女
人
高
野
と
も
呼
ば
れ
る
慈
尊
院
か
ら
大
門

口
ま
で
の
登
山
道
（
町
石
道
）
に
は
、
袈
裟
掛
石
・
押
上
石
・
鏡
石
な
ど
弘
法

大
師
伝
説
を
も
つ
名
所
が
点
在
す
る
。『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
で
は
捻
石
も
町
石

道
沿
い
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
現
在
「
捻
石
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

和
歌
山
県
岩
出
町
の
湯
窪
大
師
堂
の
境
内
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
弘
法
大
師
の
母

が
子
の
あ
と
を
慕
っ
て
紀
の
川
を
渡
ろ
う
と
し
て
こ
の
石
に
隔
て
ら
れ
た
の
で
、

怒
っ
て
そ
の
石
を
と
っ
て
捻
じ
た
も
の
と
い
う
（『
和
歌
山
県
那
賀
郡
誌
下
』
那

賀
郡
、
一
九
二
三
年
）。
○
和
哥
山
口　

未
詳
。『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
は
「
登

山
七
路
」
と
し
て
大
門
口
・
不
動
坂
口
・
大
瀧
口
・
龍
神
口
・
大
峰
口
・
黒く
ろ
こ河

口
・
相
浦
口
が
載
り
、
捻
石
は
大
門
口
の
項
に
載
る
の
で
大
門
口
の
こ
と
か
。

80 

酒
遣ツ
カ

ふ
た
る
料
理
塩ア
ン

梅

　
　

�

精
進
料
理
の
塩
梅
は
、
酒
を
旨
と
す
。
高
野
の
宿
坊
料
理
方
法
、

家
に
す
く
れ
た
り
。

△
「
す
ぐ
れ
た
り
」（「
ぐ
」
は
右
傍
に
挿
入
）

○
宿
坊　

出
張
の
僧
や
遠
方
か
ら
寺
に
参
詣
す
る
信
徒
を
宿
泊
さ
せ
る
と
こ
ろ
。

江
戸
時
代
、
高
野
山
に
は
数
百
の
宿
坊
が
山
上
に
軒
を
並
べ
て
お
り
、
参
詣
の

発
展
に
寄
与
し
た
。
○
家　

在
家
。
寺
に
対
し
て
俗
人
の
家
。

81 

頭
巾
着
て
亭
主
茶
を
挽
鳥
の
羽

　
　

茶
人
の
御
影
。

○
頭
巾　

茶
人
は
、
ふ
ち
が
な
く
、
て
っ
ぺ
ん
が
平
ら
な
宗
匠
頭
巾
（
茶
人
帽
）

を
好
ん
で
か
ぶ
っ
た
。
○
鳥
の
羽　

鳥
の
羽
で
作
っ
た
手
箒
の
こ
と
。
調
度
品

な
ど
表
面
の
傷
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
を
掃
く
の
に
用
い
る
。
こ
こ
は
茶
道
具
の

羽
箒
。
○
御
影　

肖
像
を
敬
し
て
い
う
。
神
仏
、
貴
人
だ
け
で
な
く
、
一
般
に

他
人
の
肖
像
な
ど
を
敬
う
場
合
に
も
用
い
る
。

82 

滑シ
ル
コ餅
の
客
の
双
ふ
餅
つ
き

　
　

�

亭
主
、
大
ふ
く
の
茶
を
か
こ
ひ
に
取
篭
リ
て
挽
。
餅
つ
き
の
客
主
揃

双
ひ
た
れ
と
も
、
女
房
に
あ
し
ら
は
せ
て
、
あ
る
し
は
息
を
も
た

て
す
。
ま
し
て
年
ノ
暮
の
や
り
と
り
も
応
用
な
れ
は
た
ふ
れ
た
り
。

△
「
息
お
も
」「
応
用
な
れ
ば
果
は
た
ふ
れ
た
り
」（「
ふ
」
は
右
傍
に
挿
入
し
、

頭
注
に
「
た
ふ
れ
た
り
」
と
記
す
）

◎
「
餅
つ
き
」（
冬
）

○
滑
餅　

汁
粉
（
汁
粉
餅
）
は
、
こ
し
餡
を
水
で
溶
い
て
砂
糖
を
加
え
て
煮
立

て
餅
を
入
れ
た
食
べ
物
。
上
方
の
善ぜ

ん
ざ
い哉
は
似
た
食
べ
物
だ
が
、
小
豆
の
皮
を
取

り
除
か
な
い
。
年
末
に
搗
い
た
餅
で
汁
粉
を
食
べ
る
場
面
。「
滑
餅
」
で
「
し
る

こ
」
と
い
う
読
み
は
未
詳
。
○
大
ふ
く
の
茶　

大
福
茶
。
新
年
の
祝
儀
と
し
て

飲
ま
れ
る
茶
で
、
邪
気
を
払
い
縁
起
を
祝
う
も
の
と
さ
れ
た
。『
守
貞
謾
稿
』
巻

二
六
に
「
福
茶　

京
坂
に
て
は
、
元
旦
、
ま
づ
若
水
を
も
つ
て
手
水
を
つ
か
ひ
、

次
に
大
福
と
号
け
て
烹に

え
ば
な花
の
茶
に
梅
干
と
昆
布
一
片
を
入
て
こ
れ
を
飲
む
。
主

─34─

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
九
号
（
二
〇
二
一
）



人
よ
り
以
下
、
各
こ
れ
を
飲
む
。
た
だ
今
朝
一
回
の
み
。（
中
略
）
江
戸
に
て

は
、
お
ゝ
ぶ
く
と
云
は
ず
、
福
茶
と
云
ふ
。
元
日
、
二
日
、
三
日
、
六
日
、
七

日
、
十
一
日
、
十
五
、六
日
等
、
数
回
こ
れ
を
飲
む
。
あ
る
ひ
は
三
ケ
日
こ
れ
を

飲
む
家
も
あ
り
。
元
日
の
み
と
云
ふ
に
あ
ら
ず
。
し
か
も
多
く
は
、
夜
食
前
に

こ
れ
を
烹
る
な
り
。」
と
あ
る
。
こ
こ
は
年
末
に
正
月
用
の
餅
や
大
福
茶
を
用
意

し
て
い
る
様
子
だ
が
、
亭
主
の
段
取
り
が
悪
く
客
の
応
対
は
妻
ま
か
せ
で
あ
る
。

○
か
こ
ひ　

茶
室
の
一
種
。
も
と
は
広
間
の
一
部
を
屏
風
で
囲
っ
て
茶
席
と
し

た
こ
と
か
ら
い
う
が
、
の
ち
に
は
独
立
し
た
家
屋
の
茶
室
を
も
意
味
す
る
。
特

に
離
れ
の
数
寄
屋
で
ひ
っ
そ
り
と
し
た
座
敷
の
場
合
が
多
い
。『
紅
梅
千
句
』（
承

応
二
・
一
六
五
三
年
成
）
第
八
百
韻
に
「
去
年
よ
り
は
猶
さ
か
ふ
二
条
家　

可

頼
／
大
ぶ
く
は
せ
ば
き
か
こ
ひ
の
内
い
は
ひ　

正
章
」。
○
応
用　

鷹
揚
。
小
さ

な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
さ
ま
。
客
あ
し
ら
い
も
女
房

に
ま
か
せ
、
年
末
の
始
末
に
も
お
っ
と
り
構
え
て
こ
せ
こ
せ
し
な
い
た
め
、
た

ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
。

83 

兜カ
ブ
ト
屋
に
陸カ
チ

野
の
里
の
名
を
揚
て

　
　

�

是
は
分
限
者
を
い
ふ
句
な
り
。
か
ふ
と
屋
に
か
き
ら
す
。
陸
野
に

兜
屋
む
す
ひ
よ
け
れ
は
出
た
り
。
陸
野
は
今
の
江
州
大
溝
な
り
。

江
州
に
哥
仙
分
限
と
て
、
三
十
六
人
有
。
か
ふ
と
や
を
第
一
と
す
。

八
万
両
の
分
限
、
百
年
以コ

ノ
カ
タ来
の
者
な
り
。

△
「
兜カ

フ
ト
」「
い
ふ
句
也
」「
大
溝
也
」「
三
十
六
人
あ
り
」「
者
也
」

○
兜
屋　

高
島
商
人
。
南
部
・
津
軽
の
物
産
を
日
本
海
経
由
で
運
ん
で
商
う
問
屋�

を
営
ん
だ
。
甲
屋
傳
次
（
中
西
氏
）
は
、
元
禄
時
代
に
は
南
部
・
津
軽
・
松
前
な

ど
に
も
出
店
を
持
っ
て
い
た
大
溝
第
一
の
富
豪
で
、
出
店
を
い
ろ
は
で
分
類
し
て

い
た
た
め
「
甲
屋
の
い
ろ
は
店
」
と
し
て
世
に
知
ら
れ
た
と
い
う
。
中
西
氏
は
大

溝
城
主
織
田
信
澄
に
招
か
れ
て
城
下
に
居
を
構
え
、
分わ
け
べ部
氏
時
代
に
は
大
溝
藩
の�

町
年
寄
を
世
襲
し
た
（『
高
島
町
史
』
高
島
町
、
一
九
八
三
年
）。
○
陸
野　

勝

野
。
中
世
に
は
高
島
氏
が
築
城
し
て
大
溝
と
改
め
た
。
勝
野
の
「
勝
」
に
兜
は

む
す
び
が
良
い
。
○
江
州
大
溝　

現
滋
賀
県
高
島
市
勝
野
。
西
近
江
路
の
要
地

で
あ
っ
た
。
近
世
に
は
元
和
五
年
以
後
、
分
部
氏
の
大
溝
藩
二
万
石
の
城
下
町

と
な
っ
た
。
○
哥
仙
分
限　

元
禄
期
、
三
十
六
歌
仙
に
な
ぞ
ら
え
て
、
京
都
の

分
限
者
の
う
ち
よ
り
選
定
し
た
三
六
人
の
長
者
。
当
時
、
そ
う
し
た
分
限
者
を

集
め
た
長
者
鑑
の
類
が
出
版
さ
れ
て
い
た
。『
西
鶴
織
留
』
巻
二
の
一
「
程
な
く

千
貫
目
持
と
成
、
そ
れ
よ
り
一
代
の
う
ち
に
七
千
貫
目
慥
に
有
銀
、
広
き
都
に

三
十
六
人
の
歌
仙
分
限
の
内
に
入
ぬ
」。
○
八
万
両　

何
万
両
と
い
う
財
産
を
所

有
す
る
億
万
長
者
を
万
両
分
限
と
呼
ん
だ
。

84 

牡
丹
畠
に
這
入
ぬ
す
人

　
　

風
雅
の
盗
人
、
近
付
に
な
り
た
し
。

△
「
成
た
し
」

◎
「
牡
丹
」（
夏
）

○
牡
丹　

紅
、
白
、
紫
紅
な
ど
の
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
豪
華
さ
か
ら
花

の
王
と
賞
さ
れ
る
。
古
来
詩
歌
の
う
え
で
珍
重
さ
れ
て
き
た
。『
山
の
井
』
に

「
も
ろ
こ
し
に
は
花
の
王
と
も
て
は
や
し
、
牡
丹
は
花
の
富
貴
な
る
物
と
も
い
へ

─35─
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り
」、『
滑
稽
雑
談
』
に
「
和
に
お
ゐ
て
牡
丹
を
賞
す
る
事
、
既
に
旧
し
（
中
略
）

此
も
の
、
和
俗
の
賞
す
る
所
、
万
花
の
第
一
と
し
、
都
鄙
往
々
に
生
ず
」
と
あ

る
。
日
本
に
は
は
じ
め
薬
用
と
し
て
渡
来
し
た
が
、
花
の
美
し
さ
か
ら
鑑
賞
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、『
蜻
蛉
日
記
』
や
『
枕
草
子
』
に
も
庭
に
植

え
た
こ
と
が
見
え
る
。
本
格
的
に
園
芸
植
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
寛
文
年
間
か
ら
で
、
元
禄
年
間
に
な
る
と
『
紫
陽
三
月
記
』（
元
禄
四
年
刊
）

と
い
う
牡
丹
の
専
門
書
が
著
さ
れ
、『
花
壇
地
錦
抄
』（
元
禄
八
年
刊
）
も
冒
頭

に
牡
丹
を
掲
げ
る
。『
諸
艶
大
鑑
』（
貞
享
元
年
刊
）
巻
四
の
四
に
は
「
京
か
ら

手
懸
を
置
て
、
物
の
静
な
る
、
向
ひ
嶋
に
下
屋
敷
、
弐
百
人
前
の
浅
黄
椀
、
三

町
ば
か
り
牡
丹
畠
を
こ
し
ら
へ
」
と
大
き
な
牡
丹
畑
が
描
か
れ
、『
六
百
番
誹
諧

発
句
合
』（
延
宝
五
年
成
）
の
一
六
三
番
左
「
牡
丹
畑
あ
き
地
や
猫
の
額
程
」
に

は
狭
い
牡
丹
畑
が
詠
ま
れ
る
。

85 

熳
々
と
花
罌ゲ

シ粟
咲
て
一
畝
ほ
と

　
　

�

牡
丹
畠
の
外
か
こ
ひ
に
も
あ
だ
な
る
野
菜
は
植
す
。
大
方
花
花
（
マ
マ
）ぬ

す
人
は
此
中
に
か
く
れ
居
る
へ
し
。

△
「
花
」
の
衍
字
な
し
。

◎
「
花
罌
粟
」（
夏
）

○
熳
々
と　
「
熳
」
は
「
漫
」
の
訛
字
（『
大
漢
和
辞
典
』）。
こ
こ
は
花
罌
粟
が

遠
く
広
々
と
咲
く
さ
ま
。
○
花
罌
粟　

け
し
科
の
罌
粟
。
四
枚
の
花
弁
を
持
っ

た
大
型
の
花
を
つ
け
鑑
賞
さ
れ
る
。
○
一
畝　

地
積
の
単
位
で
「
せ
」
と
読
む
。

一
段
＝
三
六
〇
歩
の
一
〇
分
の
一
で
、
古
く
は
三
六
歩
で
あ
っ
た
が
、
太
閤
検

地
で
三
〇
歩
と
さ
れ
た
。
約
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
。
○
あ
だ
な
る
野
菜　

こ

こ
で
は
牡
丹
や
花
罌
粟
の
よ
う
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
な
く
、
鑑
賞

す
る
に
堪
え
な
い
野
菜
類
を
い
う
。

86 

頓
死
驚
く
院
の
北
面

　
　

西
行
の
同
役
の
家
か
。
此
句
か
つ
て
付
ず
。
付
ぬ
所
に
妙
あ
り
。

△
「
付
ぬ
所
」
の
「
付
」
は
右
傍
に
挿
入
。

○
院
の
北
面　

院
の
御
所
の
北
面
に
詰
め
て
守
護
す
る
武
士
。
白
河
上
皇
の
院

政
初
期
に
設
置
さ
れ
た
。
上
皇
の
身
辺
雑
事
に
携
わ
る
上
北
面
と
、
供
奉
警
衛

に
あ
た
る
下
北
面
に
分
か
れ
、
西
行
は
鳥
羽
天
皇
の
下
北
面
で
あ
っ
た
。
○
同

役　
『
西
行
物
語
』（
正
保
三
年
版
本
）
に
「
あ
ひ
し
た
し
き
佐
藤
左
衛
門
尉
憲�

康
」
と
し
て
登
場
す
る
若
者
。
西
行
と
同
じ
く
出
家
の
志
を
持
ち
な
が
ら
頓
死

し
て
果
た
せ
ず
、
そ
れ
が
西
行
出
家
の
機
縁
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

87 

帳
を
出
す
槻
の
目
の
古
机ツ
ク
ヘ

　
　

�

此
人
、
此
机
に
頬
を
つ
き
て
打
詠
た
る
俤
、
平
生
を
思
ひ
や
り
て

袂
を
し
ほ
る
。

△
「
目モ
ク

」「
頬
杖
を
」

○
槻　
「
つ
き
の
き
」
と
読
む
。
に
れ
科
の
落
葉
高
木
、
け
や
き
。
材
は
堅
く
て

木
目
が
美
し
く
、
磨
け
ば
光
沢
を
生
じ
る
の
で
、
建
築
用
の
装
飾
材
や
器
具
材

と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
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88 
廂ヒ
サ
シ
の
檐ノ
キ

の
菖
蒲
露
け
き

　
　

地
下
の
小
玄
関
、
か
い
た
れ
、
あ
や
め
、
長
〳
〵
と
露
を
も
つ
。

△
「
持
ツ
」

◎
「
菖
蒲
」（
夏
）

○
小
玄
関　

主
に
家
人
が
出
入
り
す
る
た
め
の
小
さ
な
玄
関
。
内
玄
関
。
○
か

い
た
れ　

掻
垂
。
祭
事
に
用
い
る
古
風
な
幣し
で

の
一
種
で
、
の
ち
に
は
注
連
や
紙

の
御
幣
を
も
い
っ
た
。
御
幣
が
大
形
と
な
っ
て
装
飾
化
し
た
も
の
を
梵
天
と
も

称
す
。『
嬉
遊
笑
覧
』（
文
政
一
三
・
一
八
三
〇
年
序
）
巻
一
一
に
「
ぼ
ん
で
ん
」

に
つ
い
て
「
江
戸
に
て
は
端
午
に
町
々
に
て
作
り
設
て
、
幣
を
多
く
さ
し
、
持

あ
る
く
に
山
伏
を
雇
ひ
、
ほ
ら
を
吹
し
め
て
、
町
中
家
別
に
件
の
幣
を
一
本

づ
ゝ
配
り
て
、
銭
を
集
む
る
事
あ
り
。
も
と
よ
り
禁
止
な
れ
ど
も
、
町
々
の
若

も
の
共
こ
れ
を
行
ふ
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
で
は
端
午
の
節
句
に
山
伏
が
棒

の
先
に
御
幣
（
梵
天
）
を
さ
し
て
町
内
を
練
り
歩
き
、
そ
の
御
幣
を
家
々
に
配

り
軒
に
さ
し
て
厄
除
け
と
し
た
。

89 

乳
母
共
の
晴
間
も
見
え
す
幟
竿

　
　

乳
母
共
の
晴
間
、
い
と
よ
し
。

△
「
見
へ
す
」

◎
「
幟
竿
」（
夏
）

○
晴
間　

物
思
い
が
や
ん
で
晴
れ
晴
れ
と
す
る
と
き
。
こ
こ
は
雨
の
晴
れ
間
に

幟
を
立
て
た
い
が
、
五
月
雨
の
時
期
で
な
か
な
か
晴
れ
ず
、
気
が
ふ
さ
ぐ
乳
母

た
ち
の
様
子
。「
幟
出
す
雨
の
晴
間
や
時
鳥　

許
六
」（『
柿
表
紙
』
元
禄
一
四
年

序
）。
○
幟
竿　

幟
を
つ
け
て
立
て
る
竹
竿
。
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
江
戸
で
は

家
の
前
に
柵
を
結
い
、
兜
・
長
刀
・
毛
槍
・
幟
・
吹
き
流
し
な
ど
を
立
て
た
。

幟
は
紙
で
作
っ
た
紙
幟
が
広
く
行
わ
れ
、
石
畳
や
立
ち
波
、
後
に
は
武
者
絵
な

ど
を
描
い
た
。

90 

胡ア
ク
ラ床
を
か
い
て
食
の
横
平

　
　

台
所
一
は
い
に
肥
た
る
乳
母
の
ふ
る
ま
ひ
、
い
と
に
く
し
。

△
「
ふ
る
ま
い
」

〇
横
平　

横
柄
。
尊
大
で
無
礼
な
態
度
。

91 

朝
月
に
お
講
の
番
の
名
字
持

　
　

田
家
の
道
場
寺
。

◎
朝
月
（
秋
）

○
朝
月　

明
け
方
に
空
に
残
っ
て
い
る
月
。
○
お
講　

陰
暦
一
一
月
二
八
日
の

親
鸞
の
忌
日
に
行
わ
れ
る
報
恩
講
を
い
う
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
秋
の
句
な

の
で
、
浄
土
真
宗
に
限
ら
ず
、
仏
教
各
宗
派
の
信
徒
た
ち
が
毎
月
、
日
を
定
め

て
寺
や
在
家
に
集
ま
っ
て
読
経
、
説
教
の
聴
聞
を
す
る
こ
と
。
○
名
字
持　

庶

民
の
う
ち
、
武
士
に
準
じ
て
名
字
を
名
乗
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
者
。
幕
府
や

諸
藩
で
勲
功
や
善
行
の
あ
っ
た
者
が
特
別
に
許
さ
れ
た
。
こ
こ
は
御
講
の
当
番

に
当
た
っ
て
い
る
村
の
裕
福
な
名
士
。『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』（
貞
享
二
年
刊
）

巻
三
の
三
に
「
楽
み
は
呑
死
と
定
め
、
折
ふ
し
十
月
廿
八
日
、
今
宵
お
取
越
と

て
、
殊
勝
に
お
文
を
い
た
ゞ
き
、
あ
り
が
た
き
お
談だ

ん
こ合
に
泪
を
流
し
、
跡
は
れ
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い
の
大
酒
に
な
つ
て
、
前
後
を
し
ら
ず
、
小
歌
ま
じ
り
に
な
ぐ
さ
み
け
る
。」
と
、

大
酒
飲
み
の
真
宗
門
徒
の
話
が
載
る
。
こ
れ
は
報
恩
講
で
あ
る
が
、
他
の
宗
派

に
お
い
て
も
法
会
後
に
共
に
飲
食
な
ど
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
○
道
場
寺　

道
場
は
仏
道
修
行
を
す
る
場
所
。
寺
院
そ
の
他
の
定
ま
っ
た

場
所
だ
け
で
な
く
、
臨
時
に
設
け
ら
れ
る
場
所
を
も
い
う
。

92 

送
り
未
進
に
は
て
ぬ
蔵
詰

　
　

作
り
た
ふ
れ
、
送
り
未
進
、
初
て
出
た
り
。

◎
自
注
か
ら
「
作
り
た
ふ
れ
、
送
り
未
進
」
で
秋
。

○
送
り
未
進　

未
進
と
は
、
上
納
す
べ
き
年
貢
な
ど
を
期
限
ま
で
に
納
め
な
い

こ
と
。
全
部
を
上
納
し
な
い
場
合
を
不
納
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
未
納
分
が
一

部
で
あ
る
場
合
を
未
進
と
呼
ぶ
。「
送
り
未
進
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
一
部
は
納

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
送
り
」
を
冠
し
た
も
の
か
。
○
蔵
詰　

江
戸
時
代
、

諸
藩
に
納
め
ら
れ
た
年
貢
米
は
、
い
っ
た
ん
各
地
の
米
蔵
に
納
め
ら
れ
た
後
、

江
戸
・
大
坂
な
ど
の
蔵
屋
敷
に
運
ば
れ
必
要
に
応
じ
て
売
却
さ
れ
た
。
許
六
は

二
五
、
六
歳
の
頃
父
が
大
津
蔵
役
と
な
り
、
自
身
も
手
代
と
な
っ
て
大
津
に
赴

任
し
て
お
り
、
こ
こ
で
「
作
り
た
ふ
れ
、
送
り
未
進
」
を
初
め
て
題
材
に
し
た

こ
と
を
自
讃
し
て
い
る
。
○
作
り
た
ふ
れ　

作
物
を
作
っ
て
も
不
作
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
そ
の
た
め
に
身
代
の
倒
れ
る
こ
と
や
、
そ
の
人
を
も
い
う
。

名
ウ

93 

二
里
三
里
碁
打
に
あ
り
く
夜
は
永
し

　
　

作
り
倒
れ
、
か
な
ら
す
碁
を
す
く
。

◎
「
夜
は
永
し
」（
秋
）

○
夜
は
永
し　

実
際
に
夜
が
長
い
の
は
冬
で
あ
る
が
、
明
け
や
す
い
夏
の
夜
の

後
だ
け
に
、
秋
に
な
る
と
夜
の
長
く
な
っ
て
い
く
の
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
る
。

94 

小
声
に
な
つ
て
江
戸
の
取
沙
汰

○
取
沙
汰　

噂
。

95 

団
子
焼
て
茶
釜
の
端
に
寄
こ
そ
り

　
　

朝
け
し
き
。

○
寄
こ
そ
り　

み
ん
な
寄
り
集
ま
る
。
こ
こ
は
、
農
家
な
ど
で
朝
食
前
に
仕
事

を
す
る
と
き
に
軽
食
と
し
て
食
べ
る
団
子
を
焼
い
て
い
る
風
景
。
こ
の
よ
う
に

朝
食
前
や
朝
食
代
わ
り
に
と
る
軽
食
、
ま
た
間
食
を
茶
の
子
と
い
い
、
広
く
行

わ
れ
て
い
た
。

96 

鶏
お
り
て
出
ぬ
雪
降

　
　

朝
を
旨
と
見
る
へ
し
。

◎
「
雪
」（
冬
）
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97 
米
蹴フ
ミ

に
丸
ル
表
と
い
て
引
渡
し

△
「
表
」
音
読
譜
号
な
し
。

○
米
蹴　

玄
米
を
臼
で
つ
い
て
精
白
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を
職
業
と
す
る
人
。

搗
屋
。
臼
を
持
っ
て
巡
回
す
る
者
も
お
り
、
大
坂
で
は
踏
臼
、
江
戸
で
は
搗
臼

を
用
い
た
。
○
表　

俵
の
こ
と
。「
丸
ル
表
」
と
は
、
ま
る
ご
と
の
俵
を
と
い
て
、

中
身
を
搗
屋
に
引
き
渡
し
た
と
い
う
意
か
。

98 

毎
月
け
ふ
は
参
る
石
山

　
　

�

膳
所
大
津
の
町
人
、
石
山
信
仰
お
ほ
し
。
十
八
日
参
詣
を
か
ゝ
さ

す
。
引
渡
し
と
い
ふ
所
に
家
業
あ
ら
は
れ
た
り
。

○
石
山　

滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
辺
町
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派
の
寺
院
。
奈
良

朝
以
来
尊
崇
さ
れ
た
観
音
の
霊
所
で
、
西
国
三
十
三
所
観
音
第
一
三
番
の
札
所
。�

石
山
詣
の
こ
と
は
『
蜻
蛉
日
記
』
や
『
大
和
物
語
』
な
ど
多
く
見
え
、
中
世
に
は�

紫
式
部
が
参
籠
し
て
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
と
す
る
説
が
信
じ
ら
れ
た
。
石

山
寺
の
秋
月
は
近
江
八
景
の
一
つ
。
〇
膳
所
大
津
の
町
人　

近
世
前
期
、
大
津

に
は
諸
藩
の
蔵
屋
敷
も
多
く
、
京
都
市
中
の
米
の
需
要
を
満
た
し
た
。
○
十
八

日
参
詣　

一
八
日
は
観
音
の
縁
日
で
、
こ
の
日
の
参
詣
者
に
は
特
に
功
徳
が
あ

る
と
い
う
。
○
引
渡
し　

前
句
の
「
引
渡
し
」
と
い
う
語
に
米
商
い
の
家
業
を

連
想
し
た
。

99�

兜ト
ロ
メ
ン

羅
綿
の
小
紋
に
花
の
散
か
ゝ
り

　
　

上
方
の
町
人
、
袷
羽
織
を
常
に
用
ひ
て
綿
入
は
着
す
。

△
「
用
て
」

◎
「
花
」（
春
）

○
兜
羅
綿　

兎
な
ど
の
毛
を
交
ぜ
て
織
っ
た
綿
布
で
、
ね
ず
み
色
・
藤
色
・

薄
い
柿
色
な
ど
が
あ
っ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
序
）
巻
二
七
に

「
褐と

ろ
め
ん子　

按
ず
る
に
褐
子
は
、
毛
布
に
し
て
賤
者
の
服
る
所
な
り
。
木
綿
に
毛
を

和
し
て
之
を
織
る
。
南
京
を
上
と
為
し
、
北
京
之
に
次
ぐ
。
山
東
又
之
に
次
ぐ
。

（
中
略
）
京
師
兎
の
毛
を
和ま
ぜ

て
之
を
織
る
。
和
名
抄
に
所
謂
兎
褐
〈
和
名
止
加
知
〉

是
也
。
然
れ
ど
も
亦
好
か
ら
ざ
る
故
に
、
毛
を
和
ず
し
て
之
を
織
り
、
多
く
襪た
び

に

用
ふ
」（
原
文
の
返
り
点
、
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
私
に
書
き
下
し
た
）
と
あ

る
よ
う
に
、
も
と
は
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
は
国
産
の
も
の
も

で
き
た
。
○
袷
羽
織　

裏
地
つ
き
の
羽
織
。
袷
仕
立
て
の
羽
織
。
○
綿
入　

表

地
と
裏
地
の
間
に
綿
を
入
れ
た
防
寒
用
の
着
物
。
近
世
語
で
、
上
着
に
綿
を
入

れ
る
こ
と
は
歴
史
が
浅
い
。
絹
地
に
綿
を
入
れ
た
も
の
を
小
袖
、
木
綿
地
の
も

の
を
布
子
と
い
う
。
袷
羽
織
、
綿
入
、
と
も
に
季
語
と
し
て
は
冬
だ
が
こ
こ
は

と
ら
な
い
。

100 

借
屋
か
つ
た
る
傘
の
春
雨

　
　

か
さ
の
借
屋
、
毎
度
有
事
也
。
其
時
は
必
腰
巻
羽
織
な
り
。

△
「
か
な
ら
す
」「
羽
織
也
」

◎
「
春
雨
」（
春
）

○
か
さ
の
借
屋　

江
戸
で
は
越
後
屋
な
ど
の
大
店
で
傘
の
貸
し
出
し
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
な
ど
未
詳
。
○
か
つ
た
る　

借
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り
た
る
。
上
方
の
言
い
方
で
、『
世
間
胸
算
用
』（
元
禄
五
年
刊
）
巻
三
の
三
に

「
と
な
り
の
硯
か
つ
て
来
て
、
一
年
の
手
形
を
極
め
」、『
浮
世
親
仁
形
気
』（
享
保

五
年
刊
）
巻
三
の
一
に
「
御
宿
老
殿
の
裏う
ら
ざ
し
き

座
敷
を
借か
つ

て
ゐ
ら
る
ゝ
」
と
見
え
る
。

○
腰
巻
羽
織　

羽
織
の
裾
の
部
分
を
折
っ
て
腰
に
巻
く
よ
う
に
し
た
姿
。
伊
達

な
風
で
あ
っ
た
。『
松
の
落
葉
』（
宝
永
七
年
刊
）
巻
二
「
石
山
寺
契
情
大
州
道

行　

加
賀
掾
」
に
「
出で
た
ち立
目ま
ば
ゆ眩
き
春
の
日
の
、
長
ひ
刀
に
腰こ
し
ま
き
ば
お
り

巻
羽
織
、
仇あ
だ

し
男

の
五
つ
紋
」。「
借
屋
」「
か
つ
た
る
」「
傘
」
と
「
カ
」
の
連
続
と
伊
達
男
の
風

が
響
く
。

【
第
二
百
韻
補
足
】

46 

紋
を
や
つ
す
る
傾
城
の
判

　
　

�

丸
之
内
に
か
く
重
ね
ひ
ら
き
扇
さ
た
ま
れ
る
事
也
。
五
大
𦬇
は
た

か
お
し
へ
侍
る
そ
。

〇
五
大
𦬇　

五
大
力
𦬇
。
遊
里
で
は
女
の
状
の
封
じ
目
に
「
五
大
力
菩
薩
」「
五

大
力
」
と
記
し
、
封
じ
目
が
と
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
ま
じ
な
い
に
し
た
。『
色

道
大
鏡
』
巻
九
文
章
部
に
「
女
の
文
の
裏
書
に
五
大
力
𦬇

ぼ
さ
つ
と
か
く
事
、
む
か
し

よ
り
見
付
侍
れ
ど
、
い
か
な
る
故
と
も
し
ら
ず
。
人
に
尋
ね
き
け
ば
、
此
五
𦬇

の
徳
に
よ
り
て
、
道
中
無
事
に
よ
く
先
へ
届
く
と
計
い
へ
り
。
さ
れ
ど
慥
な
る

正
説
を
き
か
ね
ば
、
心
得
が
た
く
こ
そ
侍
れ
。」
と
あ
る
。
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